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一

概

観

二

史

料

(

以

上

第

十

七

巻

第

一

号

)

一
二
回
C
5
0
円
吉
田
田
の
自
然
的
諸
条
件
と
初
期
の
定
住

四
十
三
世
紀
に
お
け
る
出
c
E
2ロ
冊
目
白
と
〉
ロ
自
己
m
伯
領

五
領
、
王
直
営
地
経
営

A

穀
物
生
産

一
領
主
直
営
耕
地
の
存
在
形
態
と
耕
地
制
度

二
穀
物
生
産
と
商
品
化

三
領
主
直
営
地
に
お
け
る
労
働
丹
の
存
在
形
態

B

牧

羊

(
以
上
第
十
七
巻
第
三
号
)

(
以
上
本
号
)

穀
物
生
産
と
商
品
化

三
村
が
、

前
節
に
お
い
て
、
領
主
直
営
耕
地
の
存
在
形
態
と
耕
地
制
度
を
検
討
し
た
結
果
、
同
市
三
ロ

m
v
s
K
2
Z
E
s
g
p
E
E
m
g
の

そ
れ
ぞ
れ
対
照
的
な
類
型
の
耕
地
制
度
を
と
る
と
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
即
ち
、
同

mqzmvmB
は
混
在
耕
地
制
の
下
に
三

十
三
世
紀
イ
ン
ラ
グ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
一
)

七
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531す
均平

一
七
四

圃
制
と
い
う
古
典
的
構
成
を
示
す

の
に
対
し
、

F
X己
巾
出

c
g
σ
2

で
は
綜
劃
耕
地
制
の
下
に
三
輪
作

制
が
展
開
し
た
。
同
宮
山
口
M
3
0
p
は

混
在
耕
地
制
の
下
に
ご
圃
制
に
編

成
さ
れ
た
と
。

以
下
二
一
六

0
年
代
か
ら

九
0
年
代
に
か
け
て
の
期
聞
に
つ

い
て
、
一
二
カ
村
の
領
主
直
営
耕
地

で
の
穀
物
生
産
の
一
般
的
趨
勢
を

概
観
し
、
次
に
各
村
の
特
殊
事
情

を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
。

小
麦
、
燕
麦
、
大
妻
、
一
旦
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
収
量
一
の
一
ニ
カ

村
総
合
計
と
、

こ
れ
に
照
応
す
る

* 

播
種
面
積
の
一
一
吉
村
総
合
計
を
表

が
し
た
も
の
が
第
二
十
三
表
で
あ
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100 

り
、
ま
た
収
量
の
総
合
計
と
播
種
面
積
の
総

合
計
の
変
動
を
図
示
し
た
も
の
が
グ
ラ
フ

I

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
、

以
下
の
諸
点
が

明
ら
か
と
な
ろ
う
。

第
一
に

一
二
七

0
年
代
の
前
半
に
認
め

ら
れ
る
異
常
な
減
少
を
除
け
ば
、
播
種
面
積

は
、
ゆ
る
や
か
な
下
降
線
を
描
い
て
い
る
。

第
二
に
、
同
じ
く
一
二
七

0
年
代
の
前
半

の
急
激
な
減
収
を
除
い
て
、
収
量
は
、
着
実

に
上
向
線
を
辿
っ
て
い
る
。

一
二
六

0
年
代

の

Z
8
a
5
8
2
2
が
一
二
七

0
年
代
以

考降
慮『
し思
て包
も B 
こ g
の望
傾活
向げ
は品

費花
りし
ら た
れ

事
よ"""'.k孟

三。を

第
一
ニ
に
、

上
記
の
二
点
か
ら
、

即
ち
播
種

面
積
の
減
少
と
収
量
の
増
大
は
、
当
然
農
業

生
産
力
の
、
就
中
土
地
生
産
力
の
上
昇
を
指

一
七
五



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
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世
俗
領
の
研
究
会
一
)

ハ
E
)

向
し
て
い
る
。

一
七
六

一
二
七

0
年
代
前
半
の
生
産
規
模
の
縮
小
の
あ
と
を
〉
つ
け
て
、

一
二
七

0
年
代
の
後
半
か
ら
入

0
年
代
の
初
頭
に
か
け
て
、
あ
る
程
度

持の
続播
し種
て!面
い!積
る?の
。回

復

土
地
生
産
性
の
向
上
が
加
わ
り
、
収
量
を
飛
躍
的
に
増
大
せ
し
め
、

一
二
八

0
年
代
の
後
半
ま
で
、
多
収
量
を

第
四
に
、
各
穀
物
の
総
収
量
の
平
均
で
み
る
と
、
小
麦
三
九
・
六
%
、
燕
麦
四
五
・
四
%
で
、
二
大
主
要
穀
物
を
構
成
し
て
い
る
の
に

対
し
、
大
麦
七
・
六
%
豆
七
・
四
%
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
重
は
そ
れ
ほ
ど
犬
で
な
い
。
小
麦
の
収
量
は
漸
栴
の
傾
向
に
あ
る
の
に
対
一
し

て
、
燕
麦
は
ほ
H
A

同
じ
水
準
を
維
持
し
て
お
り
、
大
麦
、
豆
は
、

一
二
七

0
年
代
後
半
か
ら
一
二
八

0
年
代
の
前
半
に
集
中
的
に
あ
ら
わ

れ
る
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

(

1

)

穀
物
を
析
で
計
量
す
る
場
合
、
耕
に
堆
く
盛
り
上
げ
て
計
量
す
る
の
そ
宮
者
E
5
2
m
E円
目
、
耕
か
き
で
、
す
り
落
し
て
計
量
す
る
の
を

2
8
a
B
2
2
E
と
い
う
。
詳
し
く
は
、
次
註
の
拙
稿
参
宕
の
こ
と
。

(
2
)

土
地
生
産
力
の
上
昇
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
分
析
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
詳
し
く
取
扱
っ
て
い
る
。
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
中
世
農
業
史
上
の
一
問

題
」
『
社
会
経
済
史
学
』
第
三
十
巻
三
・
四
回
す
所
収
予
定
。

以
上
の
穀
物
生
産
の
一
般
的
趨
勢
を
前
段
と
し
て
、
次
に
各
穀
物
種
別
に
、
一
ニ
カ
村
の
穀
物
生
産
の
変
動
を
立
ち
入
っ
て
分
析
し
よ
う
@

小
麦
に
つ
い
て
、
播
種
面
積
、
収
量
な
三
カ
村
に
つ
い
て
表
示
し
た
の
が
第
二
十
四
表
で
あ
る
。

平
均
値
に
つ
い
て
三
カ
村
の
関
係
を
み
る
と
、
播
種
面
積
で
は
、

同
内

azmvm凶自
四
七
・
一
%
下
山
片
己
何
回
ロ
Bσσ
吋

三
七
・
九
%
、

岡山田印山口尚一
5
ロ

一
五
・
O
%
、
収
量
で
は
、

円
目
立
日
開
出
口
自
σ巾
円
四
五
・
一
一
%

問
。
可
山
口
問
伊
良
ロ

四
四
・
八
%

岡山知回目
HHm円。ロ

一0
・
0

%
で
、
巴
江
戸
。
出
口
自
σ伺
♂

州

内

a
E
m
F
E
H
H
Y
開
同
国
古
里
。
ロ
の
順
に
土
地
生
産
性
が
低
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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μ
9
G
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可

EA
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Eム
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播
種
一
山
積
の
変
動
に
つ
い
て
み
れ

ば
、
一
二
カ
村
共
に
、

一
二
七
0
年
代

の
後
半
に
、

そ
れ
以
前
の
ほ
X
半
分

以
下
の
水
準
に
縮
小
し
、
七

0
年
代

の
後
半
以
降
、
各
村
揺
は
か
な
り
対

照
的
な
経
過
を
辿
る
。
即
ち
同
ミ
・

山口何回
MmwB
で
は
次
第
に
回
復
し
、
八

0
年
代
に
は
六

0
年
代
の
水
準
を
維

持
し
た
。

F
X
昨日。ロロ
B
ぴ

2
・
で
も

同
様
の
回
復
を
み
せ
た
が
、

七
O
年

代
の
後
半
よ
り
、
六

0
年
代
の
水
準

の
約
三
分
の
一
低
い
水
準
に
と
ど
ま

る
。
何
回
切
山
口
問
件
。
ロ
で
は
全
く
回
復
を

み
せ
な
い
ま
与
に
、
横
這
い
の
状
態

に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
、

平

るす直
O~ 営

地
0) 

貸
し
出
し

起
因
し
て
し、

一
七
七



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
一
)

七
八

収
量
一
の
変
動
に
つ
い
て
は
、
年
々
か
な
り
の
振
幅
を
示
し
は
す
る
も
の
の
、
同
a
z
m
E
B
で
は
、
七

0
年
代
の
前
半
の
時
期
を
除
い

て
、
着
実
に
増
大
し
、

エ
l
カ
当
り
の
収
量
も
顕
著
な
向
上
を
示
し
て
い
る
。

ロ
江
戸
。
出
口
B
Z吋
で
も
収
量
は
ゆ
る
や
か
な
上
昇
左
示
し
、
絶
対
量
で
は
問
。
1
ロ
m
v
m
B
の
そ
れ
に
迫
っ
て
い
る
。
従
っ
て
絶
対
的

に
播
種
面
積
が
小
さ
い
巴
邑
何
回
口
B
V
R
が
、
開
。
対
日
ロ
m
v
m
g
に
比
し
て
、

エ
1
カ
当
り
の
収
量
の
点
で
は
、
相
対
的
に
よ
り
高
い
水

準
を
保
っ
て
い
る
。

同
富
山
口
問
件
。
ロ
で
は
、
全
期
聞
を
通
じ
て
、
収
量
は
ほ
X
同
じ
水
準
に
と
X
ま
っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
L
で
も
七

0
年
代
以
降
は
六

O
年

代
に
比
し
て
か
な
り
高
い
エ

l
カ
当
り
収
量
を
示
し
て
い
る
。

(
3
)

拙
稿
「
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
士
己
」
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
七
巻
第
三
号
所
収
(
以
下
拙
稿
「
前
掲

論
文
(
二
)
」
と
引
用
)
二

O
九
頁
参
看
。

燕
麦
に
つ
い
て
、
播
種
面
積
、
収
量
を
三
カ
村
に
つ
い
て
表
示
す
る
と
第
二
十
五
表
の
よ
う
に
な
る
。

平
均
値
で
み
る
と
、
播
種
面
積
に
つ
い
て

同
O
M
L
ロ
m
v
m
s
五
三
・
二
%

E
2
-
o
同

z
g
σ
R
三
四
・
五
%

同
mw

田町
Mm件。ロ

予4

収
量
で
も
同
様

問。可山口
m
F
O
B
五
回
・
二
%

ロ
品
い
己
o
国
ロ
自
V
R
三
七
・
四
%
国
富
山
口

m
gロ
八
・
四
%
と
な
っ
て
い
て
、

同
O
M
L
ロ
m
z
-
B
が
播
種
面
積
、
収
量
と
も
ほ
H
A

半
ば
を
占
め
て
い
る
。

播
種
面
積
の
変
動
に
つ
い
て
は
、
同
喜
四
回
m
v
m
B
で、

一
二
七

0
年
代
の
前
半
に
急
激
に
縮
小
し
、

七
0
年
代
末
に
ほ
X
そ
れ
以
前
の

水
準
に
回
復
し
、
以
後
ゆ
る
や
か
な
下
降
線
を
示
す
の
は
対
し
、

口
同
己
O

出
Z
B
σ
o
F
開山田山口
m
Zロ
と
も
に
、

か
な
り
の
下
降
線
を
辿

り

一
二
九
O
年
に
は
、
六

0
年
代
の
三
分
の
一
の
水
準
に
落
ち
る
。



播種面積・収量(燕麦)

播種面積| 収 量

Key. I L. H. I Eas. I合計 Key. I L.H. I Eas. I合計

a. a. a. qus.bus. qus. bus.lqus. bus. 

1262-63 一 - 1196 6 177 6 35 6 1410 0 
1263-64 - 1212 0 138 4 37 4 1388 0 
1264-65 一 - 1274 O? 300 0 25 6 1599 6 
1265-66 一 一 289 5 221 1 44 2 555 0 
1266-67 234t 142 60t 437 
1267-68 170 6 185 4 31 0 387 2 
1268-69 133t t 120 52 305t 176 6 210 4 59 2 446 4 
1269-70 122 120 t 48 291 99 5t 113 3 36 4 249 4t 
1270-71 144 122 23 289 一
1272-73 95 6 61 6 25 6 183 2 
1273-74 58 60 2It 1391- 72 4 75 0 27 0 174 4 
1274-75 57 68 17 142 一1275-76 一 一 107 0 150 0 281t t 2851t t 
127&-77 55 76 20 151 80 0 121 2 26 6 228 0 
1277-78 131 91 17 239 187 5 179 4 28 2 395 3 
1278-79 114 53 24 191 283 6 106 3 55 3 445 4 
1279-80 128 721- 44 

2 44 t t 号士
261 6告 194 1 24 6t 480 6 

1280-81 147 78t 15 240 317 6 184 2 30 6 532 6 
1281-82 122t t 52 17 191 308 ot 110 6t 32 1 451 0 
1282-83 130 35t 22 187 一
1283-84 一 289 1 9921t t t 25 6 414 1t 
1284-85 60t 66t 20 146t 1835t t 95 2 20 4 299 4 
1285-86 84 42 21 147 170 3 74 4 35 0 280 0 
1286-87 92 36を 20  150 

1288-89 一 403 4 168 6 31 7 604 1 
1289-90 191- 204t 196 2 t 126 4 20 7 3435t t 
1290-91 104士t 46t 163 t 167t t 217 1 82 5 32 5t 332 3 
1291-92 120 t 1 58 t 18 197 一

平 ド13.28均1叫5m262ml2M.om2086%||凶 4||32七||3856 
均 53.2%134.5%1 12.3%1100.0%1 54.2%1 37.4%1 8.4%1 100.0% 

第25表

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
一
)

収
量
の
変
動
に
つ
い
て
は
、
問
。
凶
?

山口

m
E
B
で
、
七

0
年
代
の
前
半
を

除
い
て
、
着
実
に
増
大
す
る
の
に
対

し

ロ
丘
何
回
ロ
S
σ
2
で
は
下
降

線
を
描
き
、
開

g
z
m
Zロ
で
は
、

tま

H
A

横
這
い
の
状
態
に
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
問
。
1
ロ
包
括
包
で
エ

l
カ
当

り
の
収
量
の
向
上
が
最
も
著
し
く
、

F
昨
昨
日
。
出
口

B
σ
0円
相
関
宮
山
口
問
件
。
ロ
で

は
、
そ
れ
程
で
な
か
っ
た
こ
と
を
裏

付
け
て
い
る
。
燕
麦
に
関
し
て
は
、

関
空
ロ

mvgが
最
も
重
要
で
あ
る
。

第
二
十
六
表
は
、
大
麦
の
播
種
面

積
と
収
量
の
表
で
あ
る
。

大
麦
は
、
開

g
z
m
gロ
を
除
け
ば
、

一
二
七

0
年
代
の
中
葉
ま
で
栽
培
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
な
お
か
つ
平
均
値

一
七
九



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
一
)

播種面積・収量(大変)

l 矯種而積 1
向~ri~1一一1 合計 Key. 1 L.K I Eas. 1合計

l ll  liq凶 rlqMqM一 i0 000741741263-64 一一一一 o0 I 0 0 I 10 4 I 10 4 
1264-65 ←ー←← 001 001  001  0 0 

12吋ー -l - 0 0 1 00…日
1266-67 I 0 0 8 8 一一一
1267-68 I -ー~ I - 0 0 I 0 0 ! 19 1 1 19 1 
1268-69 I 0 0 11 I 11 0 0 I 0 0 25 4 i 25 4 

16{0011111iO0001150l150  
1250-71 1 0 0 5 5 ←一一一

1272"'73 。。
1273-74 。 。 。。 o 0 7 2 ! 7 2 
1274-75 。 。
1275-76 。。 。。 13 2 13 2 
1276-77 。 。 6 6 。。 。。 13 4 13 4 
1277-78 2士 1 4 7t 4 5 3 3 13 4 21 4 
1278-79 18 + 28号 H 52 85 4 90 6 11 1} 187 3 + 
1279-80!36 27 8t 71t 124 4 107 2 27 5 259 3 
1280← 81 1 29 23 9 61 62 5 94 7 
1281-82 23 + 47 0 90 4 25 6 1163 2 

23 1 10 I 33 一
1283-84 20 3t 82 6 21 7 125 0+ 
1284-85' 51 22 9 I 82 154 0 + 

9i 1|93 a6t を 48 0 1 27 3t1 20 3 95 6} 
1286-87 I 4 t 24士 5 I 33 一

1288~89 I -ー | | 1 0 0 1 0 0 1103i103を。 8 I 1st 7 1t I 17 2 i 9 0 t 1 33 4 
1290-91 3t 7 3 J ! 14 4 1 J I 25 7 i 11 7 I 41 7 + 
1291-92 。 Iti H 6 一一一

平 均 l99l刊 71%i273121制28U|1501643L
36.4%1 37.8%1 25.8%:100.0%1 33.0% 1 43.7% 1 23.3% 1 100.0 

第26表

入。

で
み
る
と
、
播
種
面
積
で
関

3
・E
m
-

日同白
B
一
一
一
六
・
四
%
F
山
同
庁
】
巾
国
ロ

B
-

ぴ

21

一
二
七
・
入
%

回
出

m

凶印』ロ
m
H
O
ロ

二
五
・
八
%
で
、
収
量
で
み
る
と
、

円
四
可

-Em町
田

HHH
二
二
ニ
・

O
M沖、ロ件付目。

出口

Bσ
巾
円
四
三
・
七
%
、
同

S
E
m
-

ぢ
ロ
一
一
一
ニ
・
三
%
と
な
っ
て
い
る
。

播
種
面
積
に
つ
い
て
ほ
、

HWSEm-

円
。
ロ
で
ほ
H
A

七
エ

i
カ
品
別
伴
氏
で
、
血
相
叫

一 激
二、な
七変
。 動
年を
代み
末せ
かな
らい
入の
O に
年対
代し
の、

中
頃
に
か
け
て
、

問。可山口
m
F出

B-

E
E
o
関口同ロ
σ
2

二
五
|
三

で、

。ェl
カ
と
突
然
ピ

l
グ

を

形

成

し
、
以
後
急
速
に
減
少
す
る
。

収
量
の
変
動
で
は
、
問
。
可

E
m
v
m
B
-

ピ
丹
江
町
出
口

HHHσ2
に
お
い
て



播種面積・収量(豆)

矯 種 面 積 収 量

Key， !合計 Key. L.H. I合計|

a. 

a. I…1… qus. bus. 

- 2 6 I 3 2 6 0 
1263-64 - I 7 0 3 2 10 2 

一 9 4 
1266-67 。 12 12 一一1267-68 一 6 5 18 1 I 24 6 
1268-69 6 5-!- 11t 4 7 7 ot i 11 7-!-
1269-70 9 8-!- 17t t 4 4 7 5 I 12 1 
1270-71 6t 7 13 一一
1272-73 一 2 7 
1273-74 6 6 14 0 0 0 14 0 
1274-75 。 12 } 
1275-76 一 1131286 40 1 
1276-77 5 6 11 4 1 6 4t 10 5-!-
1277-78 I 12 23 35 21 4 ! 72 4 94 0 
1278-79 4H  30告 72 77 5} I 56 5 1342t t 
1279-80 11 28士 39t i 司 51 O-!- 51 0 
1280-81 141- 13 27 23 3t 25 6 49 1t 
1281-82 26t 36 621- 73 4 139 6 213 2 
1282-83 15 69 84 
1283-84 - I 22 1 I 62 4 84 5 
1284-85 47 34 140 4t 
1285-86 38 56t 9付 1 76 1 -!- 1 133 5 t 209 7 
1286-87 48 53t 10H-一一
1288-89 一 15 H : 115 It 130 4 
1289-90 9t 24t 34% 16 4t 18 3 34 H 
1290-91 10 47 57 18 4 48 3t 66 7t 
1291-92 14t 45 t 60士 一 一
平 269lω(222!396l6201  

38.5% i 6.，5% I 100.0% I 35.9% I 64.1% I 100.0% 

第27表

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
〈
一
一
一
)

二

七

八

八

O
年
に
非
常
な
ピ
ー
ク

を
形
式
す
る
と
い
う
特
徴
を
有
し
て

し、

る第
二
十
七
表
は
、
豆
の
播
種
面
積

収
量
に
関
す
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。

豆
は
関
31EmH岡田
BW
戸
山
口
目
。

出
口
自
t
o吋

だ
け
で
作
付
け
さ
れ
た

ヵ=

一
二
七

0
年
代
後
半
よ
り
播
種

面
積
、
収
量
と
も
に
着
実
に
増
加
し

fこ

巳
同
件
目
。
出
口
自
σ日
が
問
。
凶
了

官
m
v
m
g
を
や
L
上
ま
わ
る
趨
勢
を

示
し
て
い
る
。

以
上
、
一
一
一
カ
村
の
収
量
の
変
動
に

つ
い
て
立
入
っ
た
分
析
の
結
果
は
、

一
二
七

0
年
代
前
半
の
穀
物
生
産
の

著
し
い
縮
小
と
、

七
0
年
代
の
後
半

か
ら
入

0
年
代
の
著
し
い
拡
大
が
、

八



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
(
一
一
一
)

量

麦|燕 玉主 言十

qus. bus. qus. bus. qus. bus. qus. bus. qus. bus. 

1263-64 28 0 1 0 29 0 
1264-65 15 6 2 6 18 4 
1265-66 2 2 2 2 
1266-67 175 7t 332 5t 1 6 10 1 520 4 

1268-69i1064t+l |1404 2 4 
四一70l m7  m2  21 0 6 5 t I 346 7 
1270-71 I 107 7 t I 46 4 2 3 I 156 6を

1-l177 2 t | 山 2 5 |2931t i 
1274-75 I 70 3 48 5 9 4 128 4 

1276-77 191 2 313 6 
1277-78 96 2 72 6 3 169 3 
1278-79 94 4 197 0 71 3 362 7 
1279-80 298 7 251 7 t 144 1 t : 122 0 

293 2 973 0 
1281-82 I 192 7 333 4 135 7 t I 35 6 698 ot 
1282-83 I 309 4 249 4 139 3 I 187 3 885 6 

…I ~帥 51 国叶 lu H1513| 強 6 7 1285-86 I 290 1 I 138 0 I 135 0 I 109 5 I 672 6 
1286-87 1 362 4t t 935 t 83 3t I 173 3t I 713 o-!- 1 一l600 付 |3047ti1290-91 I 275 2 I 174 7~ト 20 5 15 4 t I 486 3 
1291-92 I 208 4 t I 110 2 39 It 46 6t I 404 6t 

1口〉 [側 01m411附~%) 1問。い744 3 
計 (44.75%)1 (33.77%)1 (11.89%)1 (10.60%) 

物穀去H
で七、

ジじ第28表

八

き
わ
だ
っ
た
対
照
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
拡
大

は
播
種
面
積
の
拡
大
の
み
な
ら
ず
、

エ
ー
ヵ
当
」

り
の
収
量
の
増
大
に
よ
っ
て
加
重
が
か
け
ら
れ

た
結
呆
で
あ
る
。

こ
れ
ら
直
営
耕
地
で
生
産
さ
れ
た
穀
物
の
か

な
り
の
分
量
が
売
却
さ
れ
て
い
る
。

第
二
十
八
表
は
、
一
ニ
カ
村
で
売
却
さ
れ
た
穀

物
量
の
合
計
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
。
小
麦
が
穀

物
商
品
の
大
宗
を
な
し
、
穀
物
売
却
総
且
一
旦
の
ほ

目、A
半
、
ほ
を
占
め
、
次
に
燕
麦
の
一
ニ
割
強
、
大
麦
、

豆
は
そ
れ
ぞ
れ
一
割
ず
つ
で
あ
る
。

売
却
さ
れ
る
穀
物
量
は
、

一
二
七

0
年
代
の

末
を
境
と
し
て
以
後
急
激
に
増
大
し
、
そ
れ
以

前
の
大
体
三
倍
の
水
準
に
達
す
る
。

以
下
穀
物
種
別
に
、
各
村
で
の
売
却
穀
物
且
一
息

と
尚
品
化
の
趨
勢
を
概
観
し
よ
う
。

穀
物
売
却
量
に
関
す
る
記
述
に
、

一
二
六
九



年
な
い
し
一
二
七

O
年
か
ら
注
目
す
べ
き
慣
行
が
あ
ら
わ
れ
る
。
即
ち
そ
れ
以
前
で
は
、

現
金
収
入
の
部
に
記
録
さ
れ
る
売
却
穀
物
量
と

穀
物
勘
定
中
の
倉
山
し
分
に
記
錨
さ
れ
る
売
却
穀
物
量
が
一
致
し
七
い
る
が
、
そ
れ
以
降

穀
物
勘
定
で
は
、
現
金
収
入
の
部
に
記
銘
さ

れ
た
売
却
穀
物
日
中
一
塁
に
つ
w
ふ
い
て
、

ミ
5
3
H
a
h
h
§
さ
守
主
主
民
詰
受
注
な
お
F

G

色
遣
ミ
G
h旨
ミ
司
吉
弘
司
S
S
S
忌足。ミ同

と
註
記
さ

れ
た
穀
物
量
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
と
れ
は
次
の
よ
う
な
事
情
に
も
と
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一
一
七

O
年
頃
か
ら
、
穀
物

勘
定
に
、
前
述
の

F
0
8
a
B
8
2
5
に
よ
る
計
量
に
代
っ
て
、
宮
田

a
S
8
2
5
に
よ
る
計
量
が
採
用
さ
れ
た
が
、
な
お
当
時
市
場

で
の
取
引
に
は

v
g宮内凶
5
2
2
2
に
よ
る
計
量
が
一
般
的
で
あ
っ
た
た
め
に
、

話回

a
B
E
E
Z
に
よ
っ
て
計
量
さ
れ
た
場
合
、

(4) 

計
量
さ
れ
た
穀
物
量
の
二
十
分
の
一
に
あ
た
る
穀
物
を
リ
ベ
ー
ト
と
し
て
引
き
渡
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
だ
め
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て

(5) 

リ
ベ
ー
ト
を
加
算
し
た
数
字
を
売
却
穀
物
量
と
し
て
掲
げ
た
。
と
い
う
の
は
百
分
率
の
計
算
の

こ
L
で
は
一
二
六
九
年
!
七

O
年
以
降
、

た
め
に
、

よ
り
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

商
品
化
の
比
率
は
、
倉
入
穀
物
総
量
(
前
年
度
の
収
穫
穀
物
輩
、
外
部
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
た
穀
物
量
、
購
入
穀
物
量
の
合
計
)
か
ら

本
年
度
の
播
種
穀
物
量
を
差
し
引
い
た
且
一
息
を
百
と
し
て
計
算
し
た
。
外
部
か
ら
受
け
取
ら
れ
た
穀
物
量
、
購
入
穀
物
量
は
、

ほ
と
ん
ど
無

視
さ
れ
う
る
程
僅
少
の
量
で
あ
る
の
で
、
こ
L
で
の
商
品
化
の
比
率
は
、
純
生
産
物
に
対
す
る
商
品
化
の
比
率
と
見
倣
し
て
差
し
支
え
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

(
4
)
 

(
5
)
 

前
出
註
1
、
註
2
参
看
の
こ
と
。

本
印
そ
附
し
た
年
度
以
降
、
リ
ベ
ー
ト
を
含
む
数
字
で
あ
り
、
料
印
は
リ
ベ
ー
ト
を
欠
く
年
度
で
あ
る
。

第
二
十
九
表
は
、
小
麦
に
関
す
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。
平
均
値
で
み
る
と
、
関

a
E
t
s
g
と
ピ

E
o
出
回
目
σ日
が
、

ほ
H
A

同
且
患
の
売
却

十
三
一
世
紀
イ
ン
ラ
グ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
(
一
二
)

八



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
一
研
究
(
一
ニ
)

量

一%… z…I %1 q凶加S1263-641 11 0 1 9.01 170117.31 280 
1264-65 1 9 5 1 8. 4 1 6 1 1 2. 9 1 15 6 
1265-66 1 0 0 1 0.0 1 2 2 1 1. 7 1 2 2 
1266-67 84 3 14.2 53 H 23.4 38 3 175 7 

1268-69 6931467l371 
。。

1269-70 10 411 7.6 本 162 3 76.0 1 0 2.51 173 7t 
1270-71 持 26 2t 1 26. 9 1 80 5 71. 7 1 0 3.81 107 H 

7521881l本 76!-272t
1274-75 35 1 1 63.3 25 6 I 40. 2 I 9 4 I 58.0 I 70 3 

1276-77 126 6 63 7 63.9 5 2.8 i 191 2 
1277-78 15 6 27.4 58 0 57.8 22 4 71. 3 96 2 
1278-79 o 0 0.0 63 0 52.6 31 4 77.7 94 4 
1279-80 124 3 69.0 148 0 71. 8 26 4 71. 7 
1280-81 204 4 80.1 172 2 90.1 15 2 52. 1 392 0 
1281-82 77 4 61. 5 95 4 77.2 21937 4 

66.4 192 7 
1282-83 128 2 72.6 157 6 77.4 64.6 309 4 

485l8921604l8131753 回。 lU2l 削 51285-86 I 127 3 I 65.9 I 150 6 I 87.1 12 0 I 50.0 1 290 1 
1286-87 1 207 7t1 77.61 145 Itl 81.2 9 3t I 40. 5 1 362 4f 

四 ~I 出 4 ド6311290-91 I 212 6 73. 6 I 62 4 I 64.3 o 0 I 0 I 275 2 
1291-92 I 98 1 66.81 101 0+: 70.5 9 3 I 122. 6 I 208 4t 

平 95 4 1 48.21 90 6 1 59.0 I 11 nl 35.31 

却
τま~

% 麦第29表

一
八
四

且車一で、

そ
れ
ぞ
れ
四
八
%

四
六
，
%
を
し
め
る
の

に
対
し
、
同
凶
器
宙
開
吉
ロ
は
六
%
に
す
ぎ
な
い
。
商

品
化
の
比
率
は
巴
丘
巾
同

z
s
σ
2
が
一
番
高
く
、

六
O
M
弱、

問。可，一山口同州}同州出国が五

0
4河
弱
、
M
W白
・

白山口
m
Zロ
は
一
一
一
五
%
強
に
す
ぎ
な
い
。

小
麦
売
却
量
は
、

同

31山
口
問

}
g
g
-
F目
立
}
ゆ

国

cgσ
日

と
も
に
急
速
に
上
昇
し
、
一
商
品
化
の

比
率
は
巴
丘
四
国
E
出げ

2
が
最
も
高
く
、

六
0
年
代
の
末
か
ら
、

七
O
%
を
越
え
、

七
O
年

代
に
六
O
M
川
代
に
下
る
が

入
十
年
代
に
は
八
十

%
前
後
と
な
る
。
同

a
z
m
E
B
で
は
、

七

0
年
代
中
頃
か
ら
、

ほ
H
A

七
O
%
を
中
心
に
推
移

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
同
富
山
口
ぬ
吉
田
で
は
七

0
年
代
の
末
に
七

0
4川
代
の
ピ

l
グ
を
形
成
し
、

そ
の
前
後
は
む
し
ろ
低
い
比
率
を
示
し
て
い
る
。

売
却
量
自
体
も
極
め
て
僅
少
で
あ
る
。

第
三
十
表
は
、
燕
麦
に
関
す
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。



量

Keyingham 1 Lit出 Humber1 Easington 

1-sl 引q…[引 qusbus| 叩us
1266-67 1 174 6 1 76.31 143 4 1 89.91 14 3t1 34.81 332 5t 

58 4 
631l820i… o 0 

1269-70 62 0 59.1 本 164 0 I 92.0 19 2 54.6 I 145 2 
1270-71 。。 O. 0 I 34 0 I 83. 2 12 4 56.51 46 4 

73-74卜890l879l 2101…52142911152 1274-75 27 5 I 57.0 21 0 1 47.7 I 0 0 I 0.0 I 48 5 

1276-77 1 0 2.9 81 1 78.3 3 7t 25.0 86 7t 
1277-78 15 6 41. 3 53 0 90.1 4 0 24.8 72 6 
1278-79 53 4 45.9 136 0 95.1 7 4 58.3 197 0 
1279-80 167 1 t 83.4 49 2 84.7 35 4 83.3 251 7 t 
1280-81 139 7 85.0 141 6 95.3 11 5 75.3 293 2 
1281-82 185 7 77.8 134 2 91. 5 13 3 61. 5 333 4 
1282-83 191 6 80.1 41 1 48.9 16 5 83.0 249 4 

15 1t 10.3 39 5 71. 9 
1285-86 89 2 61. 3 48 6 74.9 o 0 1 0 1 138 0 
1286--87 38 5 36.3 42 0 83.3 13 0 I 69. 1 I 93 5 

1289-90 216 6 72.8 81 5t 76.5 
64l?| 制 7j1290-91 94 6 72.9 76 2t 85.1 3 7 1 44.41 174 7 

1291-92 88 ot 70.8 19 1t 58.8 3 0 I 13. 3 I 110 2 

平 均[ 7 5 tl 49.31 64 0 tl 68.41 7 6t1 35.41 

却
宅金~

7c 麦第30表

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
一
)

平
均
値
で
み
る
と
全
売
却
燕
麦
量
の
う
ち

阿
内
巾
可
同
ロ

m-

E
B
の
分
が
約
五
一
%
強
、
ロ

E
o
出
z
g
σ
2
四
一
ニ
，
%

日
明
司
、

コ同マ

何
回
目
古
m
Zロ
が
六
%
で
あ
り
、
商
品
化
の
比
率
は
、

F
P己。

国
ロ
ヨ

σ
R
が
最
も
高
く
六
八
・
四
%

次

問。可、山口
m
y白
H
H
M

四
九
・
一
二
%

開
mw

回
目
ロ
間
四
件
。
ロ
一
一
一
五
・
四
%

を
示
し
て
い
る
。

売
却
穀
物
量
の
変
動
は
、
同

a
E
m
g
g
で
、
二
一
七

O

年
代
の
前
葉
、

一
二
八

0
年
代
の
中
葉
を
の
ぞ
い
て
ほ
X

上
昇
線
を
辿
る
に
対
し
、

ロE
o
出

z
s
Z吋
で
は
漸
次

下
降
線
を
描
く
。
ま
た
開

g
E
R
oロ
で
は
、

一
二
七
九

年
に
ピ
ー
ク
を
示
す
も
の
の
、
全
体
と
し
て
僅
少
で
あ
る
。

商
品
化
の
比
率
は
、

い
ず
れ
の
村
落
も
極
め
て
変
動
が

著
し
く
、

こ
の
こ
と
は
燕
麦
の
商
品
性
が
、
そ
れ
ほ
ど
安

定
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

大
麦
の
売
却
は
、

一
三
八

0
年
代
の
前
半
に
、

ほ
H

ふ
集

中
し
、
巴
丘
o
出口

Bσ
買
が
ほ
V
A

全
体
の
半
ば
を
占
め
、

問。可

Z
m
g
g
四
割
弱
開
富
山
ロ

m
Eロ
が
一
割
強
で
あ
る

一
入
五



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
都
に
お
け
る
世
絵
領
の
研
究
(
一
二
)

入
ノ、

商
品
化
の
比
率
は
、

い
ず
れ
の
村
落
も
高
く
、

F
即丹己

o
国

CBσ
ゆ
吋

で
九

O
%弱

宮、即日ロ

m
gロ
で
入

O
V
F
強
烈
ミ
山
口
忠
岡
山
吉

で
七
五

M
で
あ
る
c

豆
の
売
却
は
、
巴
己
何
回
ロ
B-u伶
F

問。可山口

m
g
s
い
ず
れ
の
村
落
で
も
漸
増
し
、
前
者
は
ほ
H
A

後
者
の
倍
の
量
を
売
却
し
て
い
る
。

商
品
化
の
比
率
も
著
し
く
高
く
、
純
生
産
物
は
、
す
べ
て
売
却
さ
れ
た
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。

以
上
、
穀
物
生
産
物
の
商
品
化
の
傾
向
を
詳
細
に
追
求
し
た
が
、
以
下
の
諸
点
が
明
確
に
な
っ
た
。

(
一
)
商
品
化
さ
れ
た
穀
物
の
絶
対
量
の
点
で
も
、
純
生
産
物
に
対
す
る
商
品
化
の
比
率
の
点
か
ら
も
、

一
二
七

0
年
代
の
末
か
ら
急

激
に
高
ま
り
、
特
に
入

0
年
代
の
中
頃
ま
で
高
水
準
そ
保
っ
と
左
。

(
二
)
一
↓
一
カ
村
の
商
品
化
の
傾
向
件
、

か
な
り
対
照
的
な
姿
を
示
す

G

開
図
的

U
M
m
円。ロ

で
は
、

売
却
さ
れ
た
穀
物
の
絶
対
量
も
、
僅
少

で
純
生
産
物
に
対
す
る
商
品
化
の
比
率
も
最
も
低
い
。
こ
れ
に
対
し
、
主
却
穀
物
の
絶
対
量
で
は
、
問
。
可

E
m
E
B
が
口
三
σ
出
ロ
自
ず
巾
門

を
や
L
上
ま
わ
る
が
、
商
品
化
の
比
率
の
点
で
は
、
ピ
2
-
o
出
Z
B
Z円
が
最
も
高
く
、
同

a
z
m
E
B
は
そ
れ
に
続
く
。

(
一
二
)
問
。
可
山
口
ぬ

E
B
で
は
、
小
麦
、
燕
麦
を
中
心
に
し
て
売
却
さ
れ
る
穀
物
量
が
急
速
に
増
大
し
、
商
品
化
率
も
高
ま
る
の
に
対
し
、

ピ
ヌ
-o
出
口
日
宮
門
で
は
む
し
ろ
小
麦
、
大
麦
、

豆
に
重
点
が
集
中
し
て
い
く
。

と
の
よ
う
な
商
品
化
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
村
の
対
応
の
姿
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
耕
地
の
存
在
形
態
、
耕
地
制
度
と
適
合
的
な
関
係
に
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

穀
物
の
売
却
は
ど
れ
ほ
ど
の
貨
幣
収
入
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
か

Q

第
一
二
十
一
去
に
穀
物
売
上
代
金
の
合
計
を
示
し
た
。

こ
L
で
も
関
白
曲
目
白

m
Zロ
で
、
平
均
六
時
で
、

一
ニ
八

0
年
代
の
前
葉
に
、

ほ
H
A

倍
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
同

a
z
m
y
m戸

SW
ピ同昨日。

出口

S
Z円
と
も
、
平
均
約
四

O
研
の
水
準
で
あ
り
、
漸
増
の
傾
向
に
あ
り
、
就
中
、

一
二
七
九
年
を
境
と
し
て
、

ぞ
れ
以
前
の
二

O
跨
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n
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噌
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1289-90 
1290-91 
1291-92 

の
水
準
の
ほ
刊
さ
一
倍
、
約
六

O
礁
の
水
準
を
維
持
し

て
い
る
。

価
格
の
変
動
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
よ
う
。

一
二
六
八
年
以
降
の
記
鯨
に
お
い
て
、
売
却
穀
物

代
金
の
総
合
計
額
の
み
記
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
穀

物
種
別
に
一
ク
ォ

l
タ
当
り
の
単
価
を
算
出
す
る
こ

と
が
不
可
能
で
あ
り
、
穀
物
価
格
の
変
動
の
趨
勢
を

知
る
こ
と
を
困
難
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

と
く
に

穀
物
購
入
代
金
ほ
、

一
種
類
の
穀
物
に
つ
い
て
記
載

りさ
拾れ
いる
出場
し合
てが
み往
る々
と官に
、)し

て
あ
る
の
で

可
能
な
限

一
一
プ
六

0
年
代
と
八

O
年

本 maltの交上代金を含む。

代
の
聞
に
か
な
り
の
価
格
の
上
昇
が
認
め
ら
れ
る
。

即
ち
小
麦
の
売
却
価
格
は
、

グ
ォ

1
タ
当
り

四
志

よ
り
九
志
に
、
購
入
価
格
は
、

四
士
山
か
ら
五
志
な
い

し
五
志
入
片
に
、
燕
麦
の
購
入
価
格
は

一
志
六
片

な
い
し
二
志
か
ら
、
二
志
三
片
に
、
一
旦
の
完
却
価
格

は
、
二
志
六
片
か
ら
、
購
入
価
格
六
志
六
片
に
上
昇

一
入
七



十
三
位
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
殴
俗
領
の
研
究
会
一
)

1忽訓。128' 

-・・司鎗却般物置(....)
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1側101 200 
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7国
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却。

1凹

八
)¥. 

し
て
い
る
。

U
-
F
・
匂
司
5
2
に
よ
る
十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
諸
川
の

穀
物
価
格
の
変
動
に
関
す
る
研
究
に
よ
れ
ば
~

一
二
六

0
年
代
の
前

半
の
低
価
格
か
ら
、
除
々
に
回
復
し
、

一
二
七

C
年
代
の
前
半
に
形

成
さ
れ
た
一
つ
の
ピ
ー
ク
を
境
に
し
て
、
三
一
八

0
年
代
の
後
半
に
、

か
な
り
低
落
し
、

九
0
年
代
前
半
の
次
の
ピ
ー
ク
に
高
ま
る
。
こ
の
価
格
変
動
は
ほ
X

一
二
六

0
年
代
の
水
準
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

図
。

E
Rロ
巾
田
町
に
も
あ
て
は
ま
る
と
推
定
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
穀

物
売
上
代
金
松
額
と
売
却
穀
物
総
量
を
一
つ
の
グ
ラ
フ
に
一
部
す
と
、

七
0
年
代
の
前
半
で
は
、
貨
幣
収
入
が
売
却
量
を
上
ま
わ
り
、

即
も

高
値
を
示
し
、

一一一八

0
年
代
で
は
、
売
上
量
が
貨
幣
収
入
を
上
ま

わ
り

即
ち
低
値
そ
示
し
は
じ
め
、

入
0
年
代
末
に
そ
の
ひ
ら
き
が

さ
ら
に
増
大
す
る
と
と
か
ら
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
穀
物
価
格
変
動
と
、
生
産
量
、
売
却
量
の
変
動
を
比
較
し
て

ほ
N
A

逆
相
関
の
関
係
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
価
格
変
動

み
る
と
、

は
、
長
作
か
凶
作
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
価
格
変
動
に
従
円
て
生

民
且
恵
一
一
が
左
右
さ
れ
る
よ
う
で
は
な
い
と
と
ろ
か
ら
、
当
時
の
穀
物
市
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十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
(
一
一
一
)

一
九
O

九
呂
町
内
。
語
。
謹
叫
円

N
H
主
ミ
ア
〈
O
H
・
H

・
3
・S
I
N
H
-

同
・
何
・
、
『
Fog-ι
河
D
問

2
p
k山
町
診
な
ミ
ミ
み
句
、
片
足
旬
、
宮
志
向
sh刷
、
ミ
町
、
句
ぎ
同
町
苫
hhbsh戸

〈
c--

同
伶
口
・
を
参
看
の
こ
と
。

最
後
に
、
穀
物
の
処
分
さ
れ
た
の
は
、

一
体
ど
の
よ
う
な
市
場
で
あ
っ
た
か
が
、
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ハ
8
)

ど
こ
の
市
場
で
穀
物
が
売
却
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
手
掛
り
と
し
て
、
運
搬
賦
役
と
運
搬
費
が
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す
る

よ
う
に
賦
役
の
一
般
的
欠
如
を
特
徴
と
す
る
出
。

5
2
5
8
領
に
あ
っ
て
は
、
残
念
乍
ら
運
搬
賦
役
を
千
掛
り
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
運
搬
費
と
し
て
は
、
運
搬
出
の
馬
の
蹄
鉄
の
費
用
、
手
綱
の
購
入
費
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
て
、
例
年
よ
り
、
出
費
が
大
で
あ
る
場

(9) 

ん
口
、
そ
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
穀
物
の
市
場
へ
の
運
搬
に
つ
い
て
は
特
に
記
さ
れ
た
例
は
な
い
。

一
つ
の
手
掛
り
と
し
て
は
、

一
二
七

0
年
代
の
前
半
の
数
ヶ
年
の
聞
に
現
物
給
と
し
て

社
ヨ
己

5
に
与
え
ら
れ
る
穀
物
は
、
小
麦
と

ラ
イ
麦
で
あ
っ
た
が
、
ラ
イ
麦
は
、

こ
れ
ら
三
カ
村
で
は
作
付
け
さ
れ
な
か
っ
だ
た
め
に
他
所
か
ら
購
入
さ
れ
る
慣
行
が
み
ら
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
購
入
の
例
と
し
て
、

一
二
七
四
年
の

F
E
Z
国
ロ
自

σ
R
の
項
に
「
十
一
ク
ォ

i
タ

五
ブ
ッ
シ
ェ
ル
の
小
麦
、
九
グ
ナ
ー
タ

七
ブ
ッ
シ
ェ
ル
の
ラ
イ
麦
の
購
入
の
た
め
一
一
五
志
八
片
。
上
記
の
穀
物
を
回

2
2
-
a

(
叩
)

う
註
記
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
は
、
お
そ
ら
く
、
∞
0
4
0
円
四
四
回
可
の
よ
う
な
町
の
市
場
で
穀
物
取
引
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
、

(
日
)

地
方
的
穀
物
市
場
の
か
な
り
の
成
立
を
予
想
せ
し
め
る
。

か
ら
小
船
で
運
搬
す
る
費
用
そ
含
む

と
し、

も
う
一
つ
の
手
掛
り
は
、

一
二
六
六
年
の

問。可山口何回
5
5
に
お
け
る
穀
物
売
却
の
記
述
で
あ
る
。

一
二
六
六
年
の
ミ
ク
ル
マ
ス
の
日

か
ら
翌
年
の
春
ま
で
の
期
間
庄
屋
を
勤
め
た
の
は

Z日

n
F
o
-
mロ印

で
あ
っ
た
が
、

お
そ
く
も
一
二
六
七
年
の
復
活
日
以
降
、

-M2いH
・M
M
田

ωロザ

y
g
が
ピ
豆
巾
出
口
自

σ
2
の
庄
屋
を
辞
し
、
関

a
z
m
g
g
の
圧
犀
に
着
任
し
、

〈
刊

U
)

い
る
c

そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
庄
屋
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
た
穀
物
量
と
代
金
が
、
明
瞭
に
わ
け
て
記
載
さ
れ
、
と
り
わ
け

zrv♀
g-∞
の

二
人
が
こ
の
年
度
の
会
計
記
録
を
作
製
し
て
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1266年 1燕麦
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ij 

Nicholaus 

Petrus Sniphou 

ij 

グ
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(
臼
)

売
却
し
た
分
に
つ
い
て
は
、
売
却
先
の
註
記
が
あ
る
。
取
引
の
次
第
は
上
掲
の
よ

う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

こ
L
か
ら
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
(
一
)
端
境
期
に
一
度
に
ま
と
ま
っ
た
量
で
取

引
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
幾
四
に
も
わ
け
て
、
売
却
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
(
ニ
)

価
格
は
そ
の
都
度
、

異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
確
実
な
こ
と
は
(
二
一
)
買
い
手
は
、

グ

知
ら
れ
る
限
内
、

い
や
つ
れ
も
役
職
に
あ
る
者
で
あ
る
。

NP 
り

周目。

m『門凶ロ的色。

周
回
目
印
畔
巾
仏
は
、

一
二
六
六
年
か
ら
、

一
一
一
六
七
年
ま
で
、

問
。

E
2
5
8
の
郡
奉

行
で
あ
っ
た
し
、
岡
山
。
σ
常
宮
田
仏
m
山
田
口
丘
記
吋
仏
は
、

一
二
六
六
l
七
年

ω
E聞
き
ロ

の 5'
郡の

杢ミ
1 J 刊

をロ
盆h の

お域
てn.
いで

る2す

一
二
七

O
年
か
ら
一
二
入
九
年
ま
で
図
。

E
m
g
g
m

従
っ
て
、
こ
L
に
現
れ
る
購
買
者
は
依
然
と
し
て
封
建
諸
侯
、
あ
る
い
は
そ
の

下
の
上
級
官
職
の
者
で
あ
る
。

穀
物
売
却
が
最
も
盛
ん
に
な
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
残
念
乍
ら
、

全
く
手
掛
り

が
な
い
が
、
事
態
が
そ
れ
程
急
速
に
変
化
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
し
、

む
し
ろ

基
本
的
に
は
、
同
じ
性
格
ゼ
あ
っ
た
と
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
8〉

運
搬
賦
役
を
手
掛
り
と
し
て
、
直
営
地
生
産
物
の
販
売
機
構
の
実
態
と
所
領
の

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
一
〉

九
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0
白
口
町
三

g'JF戸
口
出
・

ω四
日
間
口
O
江
田
-
〉
仏
白
山
口
町
片
門
田
広
O
白
山
口
開
口
弘
山
口

ι・
℃
-v
・
品
一
ア

S
L
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N
-

い
た
。
の

.
H
M
C
E
g
p
。
』
守
・
町
立
.
〈
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ロ
・
也
・

H
S・

彼
は
出
色
。
口
の
町
に
土
地
を
有
し
て

領
主
直
営
地
に
お
け
る
労
働
力
の
存
在
形
態

直
営
耕
地
に
お
け
る
農
業
生
産
は
、
三
カ
村
共
に
農
民
の
賦
役
労
働
に
全
く
依
存
し
な
い
で
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
村
落
に
つ
い
て

検
討
し
よ
う
。

第
一
に
同
a
E
m
v即
日
に
関
す
る
一
二
七
六
年
の
土
地
評
価
書
に
よ
れ
ば
、
農
民
は
貨
幣
地
代
の
納
付
義
務
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い

(1) 

る
が
、
週
賦
役
、
礼
賦
役
い
ず
れ
の
規
定
を
も
欠
く
。

一
二
七

0
年
代
に
す
で
に

(
2
)
 

Z
S芯
の
保
有
地
に
対
し
て
十
四
片
の
割
で
賦
役
は
金
納
化
さ
れ
、
こ
の
金
納
化
さ
れ
た
賦
役
も
、

(B) 

固
定
地
代
に
含
め
て
記
載
さ
れ
る
に
至
り
、
賦
役
の
金
納
化
が
、
十
三
一
世
紀
中
葉
に
完
了
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二
七
八
年
以
降
は
、

ピ
丘
巾
出
口
同
三

U
2
で
は
、

(4) 

さ
れ
る
。
他
村
の
農
民
か
ら
賦
役
を
徴
し
た
証
拠
も
な
い
。

農
民
保
有
地
の
存
在
を
本
来
欠
い
て
お
り
、

当
然
直
営
耕
地
の
経
営
は

賦
役
労
働
に
よ
ら
な
い
と
想
定

H
w
m
 

一
二
七
六
年
の
土
地
評
価
書
に
よ
れ
ば
、
貨
幣
地
代
納
付
義
務
の
他
に
は
、
冥
加
金

2
2
E
-
包門

Hush司令

ロ
ミ
ミ
〉
婚
姻
税

(
5
2与
え
・
ミ
ミ
町
宮
内
ミ
)
の
納
付
、
運
搬
賦
役

(
S
2
1ロ
m
E
2
3
r
p
a
e
-司
ミ
史
泣
き
)
法
廷
出
仕
(
印
己
件
。
同

g
z
p

(
5〉

同
市
内
定

R
N
h

同
ミ
ミ
む
さ
〉
の
義
務
が
規
定
さ
れ
る
に
と
X
ま
り
、
週
賦
役
、
礼
賦
役
い
ず
れ
の
賦
課
も
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
週
賦
役
の
存
在
は
、
一
ニ
カ
村
に
つ
い
て
、
初
発
か
ら
存
在
し
な
い
か
、
ご
く
軽
微
で
あ
っ
た
も
の
が
、

は
や
く
よ



り
金
納
化
さ
れ
た
か
で
あ
る
こ
と
が
、

ほ
H
A

明
ら
か
で
あ
ろ
う
a

週
賦
役
の
欠
如
と
関
連
し
て
、
礼
賦
役
の
存
在
も
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
の
村
落
に
お
い
て
も
、
秋
の
収
穫
期
の
穀
物
の
刈
り
取
り
労
働
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
パ
ン
を

(日〉

焼
く
た
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に
小
麦
が
費
消
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れ
た
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と
が
記
録
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れ
、
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賦
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の
存
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示
唆
す
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。
し
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農
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え
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え
る
よ
り
は
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触
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に
、

収
穫
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た
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高
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。
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大
別
し
て
、
二
つ
の
種
類
の
労
働
力
に
よ
っ
て
い
る
。
第
一
の
そ
れ
は
、
年
雇
ま
た
は
、

一
定
の
期
聞
を
定
め
て
雇
傭
さ
れ
た
者
で
あ

(8) 

あ
る
い
は
日
給
で
雇
傭
さ
れ
た
者
で
あ
る
。

り
、
第
二
の
そ
れ
は
、
出
来
高
払
い
の
賃
銀
官
、

E
Rぎ
さ
)
で
、

(
8
)

直
営
地
に
お
け
る
賦
役
以
外
の
w

労
働
力
の
問
題
に
つ
い
て
は
冨
・
忍
・

MMggp
吋
君
、
白
話
君
、

s-
司
、
吉
岡
え
ミ

G
h
s
g言、
S

$

。

N
N
H
H
L
V
自
昌
弘

N
H
N
H
N
b
h
g
h
足立

2
・

5
2・
同
-
K
H
・
開
。
回
日
目
白
血
宵
デ
日
記
号
忠

E

S
忌
。
み
句
、
。
『
恥
阜
詰
匂
訟
な
ミ
も
¥
阿
川
崎
N
h
h
E誼
札

S

Sぬ

同
J
ミ
『
町
内

S
H
b
n
s
h
宮司、・

5
8・
m
U
H
Y

〈
戸
町
田
匂
・
害
-
N
U
N
-
ω
H
0
・
松
垣
裕
「
直
営
地
労
働
力
の
諸
形
態
」
『
西
洋
史
学
」
二
九
輯
(
一
九
五

六
年
)
、
三
好
洋
子
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
封
建
制
下
の
雇
傭
労
働
者
に
つ
い
て
」
『
社
会
経
済
史
学
』
第
一
一
一
一
巻
二
号
(
一
九
五
六
年
)
篠
塚
信
義
「
マ

ナ

l
社
会
と
一
雇
傭
労
働
者
」
『
史
学
雑
誌
』
第
七
二
編
第
三
号
(
一
九
六
三
年
〉
参
着
さ
れ
た
い
。

農
業
労
働
の
諸
段
階
で
、
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
労
働
力
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
て
い
る
の
で
、

以
下
主
要
の
農
業
労
働
の
諸
過
程

l
i
A

翠
耕
労
働
、

B 

杷
耕
労
働
、

C 

除
草
労
働
、

D 

乾
草
作
り
労
働
、

E 

収
穫
・
収
納
労
働
、

F 

脱
穀
・
調
整
労
働
ー
ー
ー
に
つ
い

て
、
詳
し
く
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

A 

物
牛
耕
労
働

ま
ず
播
種
ま
で
の
準
備
段
階
と
し
て
、
翠
耕
が
挙
げ
ら
れ
る
。

十
三
世
紀
後
半
の
農
業
技
術
の
段
階
で
は
、
休
耕
地
の
翠
耕
は
、

四
月
と
六
月
ハ
施
洗
者
ヨ
ハ
、
不
の
日
(
六
月
二
十
四
日
)
以
後
〉
の
二

固
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
た
。

N

主翼

m
H
R
S
5
H
Q町民。

(9)

ハ
叩
)

ES.SN及
。
と
呼
ば
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
際
、
厩
肥
が
整
き
こ
ま
れ
る
。

前
者
は

皆目
Z
当日ロ
mp

後
者
は

町
内

n
cロ
円
四
印
忠
一
円
円
山
口

m-
『

n~ul可
お
町
司
、
w

『
mwF血
門
誌
品
円
相
車
窓
時

w

そ
し
て
十
月
に
、
冬
穀
の
播
種
に
あ
た
っ
て

(
b
h
N
S
S
S
 
ハ』
W
)

い宵喝さ
N
h
w
h
H
h
N
(
S
E
ミ
さ
也
S
N
t
)

冬
畑
と
定
め
ら
れ
た
耕
地
が
翠

耕
さ
れ
、
詰
聖
徒
日
(
十
一
月
一
口
〉
お
そ
く
も
聖
マ

l
チ
ン
の
日
ハ
十
一
月
十
一
日
)
ま
で
に
、
冬
穀
の
播
種
が
終
り
、
翠
一
年
の
春
一
一
一
月
春

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
(
一
一
一
)

一
九
九



十
三
沿
一
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
一
)

二
0
0

穀
の
播
種
に
あ
た
っ
て
宮
、
認
さ

S
Q
S
h同
高
唱
え
さ
ミ
ム
ミ
守
、
ミ
詩
的
を
さ
)
春
畑
L
r
)
{

疋
め
ら
れ
だ
耕
地
が
物
中
耕
さ
れ
、
お
そ
く
も
蒙

(

日

)

(

臼

)

告
日
(
一
二
月
二
十
五
日
)
ま
で
に
、
春
穀
の
播
種
が
終
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
措
種
に
あ
た
っ
て
、
ま
た
厩
肥
が
墾
き
と
ま
れ
る
一
し

以
上
二
回
の
休
耕
地
の
笠
刻
、
冬
穀
・
春
穀
の
播
種
的
半
耕
と
播
種
は
最
も
基
本
的
な
、

し
か
も
重
要
な
農
業
労
働
で
あ
り
、
農
業
労
働

の
ピ

i
ク
を
構
成
す
る
農
繁
期
、
就
中
乾
草
作
り
(
五
月
)
収
穫
期
(
八
月

t
九
月
)
を
避
け
て
、
巧
み
に
一
年
に
一
分
散
し
て
配
置
さ
れ

て
い
る
。
翠
耕
、
播
種
は
、
年
季
契
約
、
あ
る
い
は
一
定
の
期
間
限
っ
て
雇
傭
さ
れ
る
墾
耕
夫
(
1
0
ロ
m
v
g
g
w
Sミ
ミ
ミ
S
L
Sミ
皆
同
)

に
よ
っ
て
、
領
主
の
整
、
役
畜
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
年
雇
の
翠
耕
夫
は
、

(
問
)

滑
な
ら
し
め
る
べ
き
責
務
を
負
い
、
庄
屋

(
5
2
0・
K
M

『
句
、
。
之
宮
与
を
助
け
る
役
割
を
果
し
、
直
営
地
の
基
幹
労
働
力
で
あ
っ
た
。

た
ん
に
翠
耕
ば
か
り
で
な
く
、
播
種
、
把
耕
、
除
草
、
乾
草
作
り
、
収
穫
、

一
切
の
農
業
生
産
を
円

(
9
)
事
、
む
と
ミ
ミ
同
さ
な
い
よ
同
世
急
白
ミ
ミ

-a-S何

-
C
B
o
z
-
3・
H
G
I
E
-
2ご
芝
、
を

C
B
Oロ
色
は
第
二
回
目
の
休
耕
地
整
耕

(百円。ロ品同即日目
C
耳
目
口
問
)
と
訳
し
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
の
内
容
か
ら
も
適
訳
と
考
え
ら
れ
る
が
、
功
、
与
を
芝
遣
に
は
、
十
三
世
紀
末
に
す
で
た
第
三

回
目
の
休
耕
地
翠
耕
と
い
う
用
法
が
あ
る
。
円
同
・
ミ
ミ

2
5
h
hミ
ミ
司
ミ
hFNい
主
・
匂
・

2
由
・
月
。
・
ロ

2
8宮
F
。
・
。
・
問
。

5
8
P
出・

ω
・

切のロロ

02
も
十
一
二
世
紀
の
段
階
で
の
休
耕
地
整
耕
は
、
二
回
と
し
て
い
る
し
、
巳
・

H4・。・

0
m
2
2
-
5
3・
コ
町
、
同
町
円
。
き
達
町
内
同
)
室
、
旬
。

hv遣
2NH

。
¥
。
~
〈
ミ
」
、
。

SLJh言
。
、
.
日
当
-

M

∞-
H
H
岡山
-
H
H
岡
山
岡
・
。

-mu・
出
C
B田
口
♂
陶
器
-
え
な
』
て
町

Nhbhミ
的
。
H
，

Hb司
句
、
丈
『
な
お
苫
忌
。

S
H昔、
uJHy

ug-
出・

ω・
ω
2
5
2・
h
q。
S
H
b同
凶
器

h
s
b
ミ
言
。
〆
ヲ
∞

N・
大
陸
で
も
休
耕
地
翠
耕
は
、
十
三
世
紀
に
二
回
と
な
り
、
中
世
の
末

に
は
じ
め
て
一
一
一
同
六
月
回

E
n同ME--
七
・
八
月
同
E
r
Bロ
十
・
十
一
月
匂
己

m
gー
ー
ー
に
わ
た
っ
だ
と
い
う
の
・

4
0
ロ
切
冊
目
。
唱
の
指
摘
が

あ
る
。
巳
・
。
・

4
3
F
g
d
F
Vさ
ミ
。
書
偽
札
ミ
唱
で
さ
崎
町
宮
」

S
h
a込町円』
r
F
Z
N
E
-
ω
・
戸
従
っ
て
十
三
世
紀
後
半
の
こ
の
時
期
で
は
、

二
回
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
大
陸
で
も
休
耕
地
翠
耕
二
回
の
段
階
で
、
二
回
目
の
休
耕
地
翠
耕
を
な
ミ
叫
由
主
(
一
二
[
回
目
)
と
呼
ぶ
慣
習
が

あ
っ
た
と
い
う
戸
開

g
g
n
F
Z
の
指
摘
に
み
ら
れ
よ
う
に
、
春
穀
の
播
種
の
た
め
の

hvさ
的
町
民
草
野
ミ
第
一
回
目
の
休
耕
地
惣
耕
ご
ミ
ミ
帽

に
つ
い
で
、
第
三
回
目
の
翠
耕
を
な
ミ
定
吉
と
呼
ん
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
門
戸
戸
対
O
N
2
宮内
p

h
ミ
句
、
苦
言
言
。
司
守
な
円
b
n
N
コ
昌
司
、



柏
町
役
与
な
弘
、
同
』
内
定
ミ
ミ
町
、
2
・
5
2・
ω
ω
-
N
S
l
l
Nさ
・
休
耕
地
翠
耕
が
三
回
と
理
解
す
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

(
印
〉
司
白
ミ
ミ
ミ
尚
喜
旬
、
司
、
同
同
S
E達
氏
、
ァ

3
・
g
l
N叩・

(日

)
L
Eミ
-
w

問者

-
E
I
5・

(
辺
)
」
『
忠
弘

-h匂・

5
!自
己
江
戸
町
出
Z
B
σ
2
で
は
一
二
六
九
年
以
降
、
総
額
に
し
て
ゴ
一
志
か
ら
四
志
の
厩
肥
(
さ
き
』

uba与
が
売
却
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
売
却
の
な
さ
れ
な
い
年
度
に
ほ
、
耕
地
に
運
搬
さ
れ
、
あ
る
い
は
大
麦
の
播
種
に
あ
た
っ
て
翠
き
こ
ま
れ
た
こ
と
を
註
記
し
て
い
る
。

司
・
戸
。
・
∞
(ua¥Hca¥N-s-]----
同
~
弘
、
円
。
達
、
。
位
。
ミ
忌
之
宮
内
向
遣
さ
芯
号
町
、
な
さ
晶
君
宮
、
ミ
号
、
言
苫
N
S
H
Eミ
晶
、
、
宮
司
令
書
、
。
.

・
ω(U由
¥
H
C
苫¥∞

5
・
N

・・・・

0
ぬ
円
。
吉
、
。
崎
町
。
帆
詰
円
程
、
定
誌
な
と
h
b。円品諸君。・
4
N
札
口
ミ
ミ
S

H

柏町、

shvミ
N
G
3
b
w
諸
島
、
切
符
遺
言
s
bミ
誼

ミ
忌
返
還
・

(
日
〉
君
、
b
h
な
『
ミ
同
き
な
又
師
同
町
皆
同
守
室
、
、
予
選
・
己
号
l
H
H
H・

以
下
各
村
落
に
お
け
る
筆
耕
労
働
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

第
三
十
二
去
は
、

問
。
可
山
口

m
g
g
に
お
い
て
雇
傭
さ
れ
た
定
一
犀
の
整
耕
夫
、
臨
時
雇
の
翠
耕
宍
の
人
数
、
領
主
の
撃
の
台
数
、
惣
の
維

持
費

|
l鍛
冶
職
に
与
え
ら
れ
た
給
金
を
含
む
1
1
1
領
主
の
牡
牛

Q
S
M
)
(整
を
牽
引
す
る
役
畜
)
数
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
表
か
ら
明
ち
か
な
工
う
に

一
二
六

0
年
代
に
は
、

四
人
の
定
一
濯
の
翠
耕
夫
が
二
組
の
埜
隊
を
受
け
持
っ
て
い
た
の
に
対
し
、

二
七
一
二
Ill-

六
年
の
期
間
に
は
、
二
人
の
定
一
雇
の
耕
平
耕
夫
に
、
ま
た
一
組
の
墾
隊
に
減
少
す
る
。
し
か
し
、

(

リ

品

)

(

日

)

物
中
隊
が
復
活
し
、
さ
ら
に
翌
年
、
第
三
の
翠
隊
が
購
入
さ
れ
、

一
二
七
七
年
に
は
再
び
第
二
の

こ
の
第
三
の
筆
隊
は
臨
時
一
居
の
翠
耕
夫
に
よ
っ
て
分
起
さ
れ
る
。

役
畜
の
数
も
、

一
組
の
惣
に
八
頭
を
提
供
す
る
に
充
分
ゆ
と
り
あ
る
数
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
。

定
雇
の
翠
耕
夫
ば
、
通
例
一
年
季
契
約
で
、
現
物
給
(
】
日

S
ミ
L
S
S、
む
き
)
と
し
て
小
麦
四
グ
ォ

l
タ

週
間
に
一

1
1
2事

と

給

金

尋

問

3
P
E室
長
之
さ
)
と
し
て
年
間
三
志
を
、
つ
け
て
い
匂
そ
し
て
こ
の
二
人
が
一
組
の
領

(
刊
日
)

主
の
墾
を
操
作
し
た
。

二
・
五
ブ
ッ
シ
ェ
ル
(
十

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
シ
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
説
の
研
究
(
一
ニ
)

。



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
げ
る
世
俗
領
め
研
究
(
三
)

民|

23 
24 
28 
25 

表

1-U7引-1

13liij士l

牛年上

32 第

2
2
2
2
4
 

9
d
q
δ
q
o
 

夫

lZ11l十

! 

主主

定

。

一
ご
七
三
ー
ー
六
年
に
か
け
て

一
組
の
翠
に
減
少
し

た
こ
と
は
、
播
種
面
積
が
、
こ
の
期
間
に
半
減
し
た
と

(
四
)

と
に
対
応
す
る
。
ほ
H
A

一
組
の
惣
隊
が
播
種
商
積
に
し

て一

O
O
エ
1
カ
の
耕
地
を
翠
耕
す
る
能
力
、
が
あ
る
と

算
定
さ
れ
る
。

一
二
七
七
年
以
後
二
組
の
翠
隊
に
回
復
し
た
の
で
、

当
然
こ
の
時
期
に
増
大
し
た
播
種
面
積
を
充
分
購
革
新
し

う
る
筈
で
あ
る
の
に

一
二
七
八
年
に
は
、
第
一
一
一
の
翠

が
整
え
ら
れ
る
。
こ
の
第
三
の
翠
の
出
現
は
、
特
に
休

耕
地
の
翠
耕
が
念
入
り
に
な
さ
れ
、
と
の
時
期
の
土
地

生
産
力
の
向
上
の
一
助
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
、

こ
の

想
定
は
、
懇
の
維
持
者
一
の
増
大
に
よ
り
て
も
、

さ
ら
に

裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

第
三
の
翠
は
、
臨
時
一
一
庭
の
整
耕
+
一
人
に
よ
っ
て
操
作
さ

れ
る
が

一
二
七
七
年
か
お
一
一
一
一

λ
一
年
の
同
に
は
こ

れ
ら
臨
時
雇
の
翠
耕
夫
社
、
最
長
田
十
コ
一
週
間
、
回
転
短

二
十
五
週
間
雇
傭
さ
れ
、
現
物
給
と
し
て
は
、

十
二
週



間
に
一
ク
ォ

1
タ
の
率
で
、
小
麦
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

一
二
八
四
年
以
降
は
、
夏
期
と
冬
期
と
か
、
休
耕
地
翠
耕
と
冬
期
に
と
い
う
よ

う
に
わ
け
て
、
最
長
百
十
九
日
、
最
短
九
日
と
い
う
よ
う
に
比
較
的
短
期
間
、
翠
耕
に
従
事
し
、
現
物
給
で
あ
れ
ば
、
ト
二
週
間
で
一
グ

ォ
i
タ
の
率
で
、
給
金
で
あ
れ
ば
一
日
一
片
の
日
給
で
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
形
態
の
給
与
を
受
け
て
い
る
。

(
日
)
同
M-MN
・0
・
ω
の由
¥]5叶∞¥]ミ
B
-
H門戸

-
-
-
H
S
M
円
毘
同
町
宮
、
む
ミ

-h
屯
。
遺
ミ
、
四
に
更
さ
な
門
司
、
.
昌
円
叫
的
色
町
'
h
h
朝、
h
な
H
N
ょ
に
ミ
、
と
守
宮
崎
ミ
ミ
ロ
hw

達
公
龍
之
助
、
室
、
に
h
w
a
H
均
的
尽
き
た
な
吉
町
民
司
法
き
若
丸
、
さ
ミ
色
町
応
、
ミ
ミ
ミ
旬
・
ミ
に
九
・
。
守
・

(日
)
H
M
・河・。‘

ω
の
品
¥
忌
寸
∞
¥
H
∞日・

ω
・・・・

L

刊誌

K
3
h
h
H
S
『
昌
弘
吉
選
、
、
同
之
宮
内
選
守
口
ミ
、
母
角
川
な
と
に
』
.
宮
h
な
芝
'M

ミ、
H
S総
h
w
s
w
H
ι
B
H
N
M
a
供向な『門町由連

円
号
、
宮
町
白
書
旬
。

ga丸
山
白
色
的
・
ミ
丸
・
忌
・

(
v
m
)
H
M
-
M
山・。・

ω
の品

¥sa¥山w
g
-
H
-
-
-
-
A
H
柚
号
、
岳
連
屯
s
h
h
S
ミ
門
司
、
た
向
詰
RH
ミ
ミ
叫
足
達
、
ミ

H
位
、
守
、
。
遣
む
き
混
・

(
げ
)
給
与
は
当
該
期
間
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
。

(
刊
日
)
労
働
手
段
で
あ
る
撃
、
牽
引
牛
は
、
い
ず
れ
も
領
主
の
所
有
に
か
L
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
維
持
費
は
す
ぺ
て
領
主
に
よ
っ
て
負
姐
さ
れ
る
。

前
註
十
四
、
十
五
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
撃
用
品

(
g己
仲
間
ア
ミ
ミ
ミ
Q
)

翠
精
一
(
刀
M
d
z
岡
町
田

F
R
O
w
g遣
ミ
司
)
一
対
の
定
規
車
(
宅
}
同
町
巳
・

2
3

2
。
)
騒
々
。
}
内
0

・
h
§
ι

向
。
)
そ
の
他
の
附
属
ロ
叩
を
含
め
て
、
一
台
の
竿
は
六
志
か
ら
七
志
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(
四
)
前
掲
第
十
六
表
参
看
。
拙
稿
「
前
掲
論
文
(
二
〉
」
二

O
三
頁
。

(
却
)
同
Y
H
N
・。・

ω
の由
¥
H
G
叶由
¥
ω
B
-

∞
・
・
・
・
同
誌
、
芯
ミ
ミ
な
さ
w
凡
な
塁
送
凡
な
な
三
宮
室
内
司
、
宮
町
白
書
ぎ
S

宮
町
内
ミ

~vs・
-
-
-
B
・
ω仏
-
-
-
-
N
W
悼
と
ど
・

喝
、
む
と
室
崎
、
同
同
川
町
、
3
h
誌
な
し
『
」
JhhawHhh
師
同
町
、
円
叫
自
室
内
同
喝
、
a

S
達
、
。
喝
、

H
H
H
h
ミ
ミ
な
な
し
な
達
。
。
同
町
誌
と
守
句
、
見
凡
な
ミ
ミ
崎
町
会
室
、
凡
な
之
宮
吉
小

器
宮
司
悼
崎
竜
丸
岡
宮
崎
町
怜
偽
造

S

号
遣
ミ
宮
、
昌
司
、
ミ
、
、
ミ

N
H
H

官、S
S
H
h
F

噌
弘
之
九
・

第
三
十
一
ニ
表
は
、
巳
丘
町
田
口
旨
ず

2
に
お
い
て
一
層
一
情
さ
れ
た
定
一
雇
一
の
筆
耕
犬
、
臨
時
雇
の
翠
耕
夫
の
人
数
、
領
主
の
壊
の
台
数
、
維
持

費
、
牡
牛
の
数
を
一
市
す
も
の
で
あ
る
。

一
一
一
六
一
ニ
!
六
年
は
、
定
一
雇
の
翠
耕
夫
五
人
、
臨
時
雇
一
人
、
計
六
人
が
、
三
組
の
翠
隊
を
結
成
し
て
い
た
が
、

一
二
六
六
年
以
降
、

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
須
の
研
究
(
一
二
)

二

C
三



十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
シ
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
(
一
二
)

表

-

2

L

2

1

2

 

2
0
0
0
6
5
0
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1
i

牡
維持費

d. 
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o 
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• s
ヮ“

6
2
4

4
斗‘

d
斗

-
d
4
・

F
O
A
t
R
U
内
リ
ヮ
“
白
υ

ヮ“

ワ
ム
の
ム
ワ
ム
M
n
d
q
d
q
J
v
n
d

ヮ“
A
-

一

月

d
h
d
只
U
同

b
a
u
，々。。

10 
8 

ι品、
仁1

33 第

夫耕
下
|
一
人

雇
↑

5
5
5
4

撃

定

1263~64 
1264-65 
1265~66 
1266-67 

ヮ“つ
ω
O
Q

4
4
4ゐ
必
官

1268~69 
1269ー70
1270~71 

1 
2 

ヮ“
9
b
つω
q
d
ヮ“っ“ヮ“

2 

2 

2 
2 

1273~74 

1274-75 

1276-77 
1277-78 
1278-79 
1279-80 
1280~81 
1281-82 
1282-83 

2 
2 

ヮ
“
ヮ
“
。
h

4 
4 

A
斗

A
4
4畠

d
告

1284-85 
1285-86 

1289~90 
1290-91 
1291-92 

0 
四

一
面
の
翠
札
ぽ
四
人
の
定
一
雇
に
減
少
、
さ
ら
に
一
一
一
七

三
年
に
は
一
組
の
翠
隊
と
二
人
の
定
雇
と
最
低
の
状
態

に
な
り
、(μ

〉

復
す
る
。

七七
八四
年年
に以
第降

の再
翠び

取量
ーの
時筆
的隊
lこに
編回

成
さ
れ
る
。

ま
た
役
畜
の
頭
数
も
、

一
撃
隊
当
り
八
頭
を
充
分
提

供
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

定
一
緩
の
翠
耕
夫
は
関

a
z
m
g
sと
同
様
、

一
年
季

契
約
で
、
現
物
給
と
し
て
小
麦
四
グ
ォ

1
タ

二
守
フ
ッ

シ
ェ
ル
と
、
給
金
と
し
て
三
士
山
を
受
け
て
か
る
。

定
一
履
物
弔
耕
夫
の
数
の
減
少
は
、
播
種
面
積
の
縮
小
と

(
加
)

ほ
立
対
応
し
て
い
る
。

一
組
の
翠
隊
の
可
耕
面
積
は
搭

経
面
積
で
一

O
O
エ
l
カ
と
推
定
さ
れ
る
。

臨
時
一
履
い
の
筆
耕
夫
の
給
与
は
明
確
で
な
い
。

(
幻
)

H

Y

M
同・。・

ωの
品

¥
H
C
吋∞¥∞
B
-
H
・
2
N
a印
品

)

闘
い
司
、
阿
見
九
w
h
h
h『
同
町
R
V
A
問
'
切
切

ihN叫
H
A
.
。
色
、
誌
、
宮
右
手

芝、
.
3
¥句
、
き
ぬ
器
、
円
。
ミ

E
s
a
s
s師、
H
S



崎町九
h
w
町、嶋、。

¥
Sミ
』
vaw
『
ぬ
話
器
昔
、
誌
に
hw
・
。
~r
・
~
詰
民
主
同
誌
。
t
b

円Q
柏
、
呂
町
晶
、
語
、
町
民
、
同
九
詰
白
h

凡な喝、
m
w
h
Z
『
白
宮
凡
な
・

(

盟

)

句

-
M
N
・。・

ω
の品
¥
H
C
叶∞
¥
H
N
B
・
M
・
(
H
N
2
1
3

・・・

H
苫
守
ミ
。
。
語
、
芯
白
、
札
輔
、
白
白
円
ミ
宮
内
号
、
句
、
き
号
、
遺
-

(
お
〉
同
ν
・
河
。
・

ω
R
U由
¥

g

a

¥

E

g
・
u
・
(
巴
叶
ω
j
A
H
)

同町
U
円
、
周
忌
め
h
-
-
-
H
誌
、
君
、
。
ミ
¥
ミ
さ
き
ぬ
誌
な
お
に
昔
、
抽
白
書
町
向
、
提
言
書
-
-

〈
川
品

)
H
V
・同・

0
・
ω
C
G
¥
E
a
¥
回
目
白
・

ω
・
(
H
N
Z
l
a
)

・
・
・
¥
ミ
ヨ
ミ
L

「
司
ミ
む
き
S
H
C
Q九
円
NN
帆
白
書
司
令
、
里
町
白
竜
輔
、
語
、
円
。
・

(
お
)
可
-
H
N
・
0
・
ω
わ
出
¥
H
q
叶∞
¥

E

g

・
u
・
(
H
N
叶由
l
き
)
同
町
M
円
、
阿
見
切
弘
同
-
-
-
-
N
話
的
司
会

shと
な
ミ
ご
と
き
に
室
内
、
き
』
ざ
さ
刊
誌
芝
、
潟
町
、
宮
唱
え
円
程
遠

N
G

主
役

E
g
g
b
」ぷ
h
H
。
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
号
柏
町
雲
南
宮
内
兄
島
H
a
h
S
昌
巳
。
選
比
昌
弘
之
的
・

m
H

札.

(
町
四
)
前
拘
第
十
入
表
参
照
。

開
山
田
宙
開
吉
凶
で
は
、
耕
平
耕
夫
の
他
に
、
牛
方
(
℃
目
。
ロ

m
v
号
-42・・
E
hミ
ミ

s
s
n
R〉
が
雇
傭
さ
れ
た
。

(
刷
出
)

の
補
助
者
で
、
翠
隊
の
先
頭
に
立
も
正
し
い
万
向
に
惣
を
導
く
役
で
あ
る
。
第
三
十
四
表
は
開

g
z
m
gロ

と
の
牛
方
と
は
、
翠
耕
夫

の
一
翠
耕
夫
、
牛
方
、
領
主
の

翠
の
台
数
、
維
持
費
、
牡
牛
数
を
一
示
す

e

一
二
六

0
年
代
に
は
、

四
人
の
定
雇
の
翠
耕
夫
が
二
納
の
翠
隊
を
編
成
し
た
の
に
対
し
、

一
二
七

O
年
以
降
、
領
主
直
営
耕
地
の
貸
出

し
に
と
も
な
っ
て
、

一
組
の
翠
隊
に
縮
小
す
る
。

一
一
一
七

0
年
代
以
降
一
二
八
一
二
年
ま
で
は

一
人
の
定
一
展
の
翠
耕
夫
と
、

一
人
の
円
医

の
牛
方
に
よ
っ
て
、

一
一
一
八
四
年
以
降
は
、
二
人
の
定
一
康
の
翠
耕
夫
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
筆
耕
さ
れ
た
。
こ
L

で
の
翠
の
台
数
は
、
復

(
帥
曲
)

一
片
の
燈
明
料
(
者
出

a
R
o
F
o
n
s
hを
さ
)
を
納
付
す
る
慣
習
か
ら
確
認
で
き
る
。

活
日
に
翠
一
台
に
対
し
、

間
育
さ
れ
た
役
畜
の
数
も
ほ
X

一
組
の
筆
陣
内
に
対
し
て
入
一
環
以
上
を
提
供
し
う
る
に
充
分
で
あ
る
。

定
一
雇
の
翠
耕
夫
は
、
通
例
一
年
季
契
約
で
、

現
物
給
'
と
し
て
、
小
麦
四
グ
ォ

1
タ

二
ブ
ヮ
シ
ェ
ル
を
、
給
金
と
し
て
三
志
を
受
け
て

い
る
c

こ
れ
に
対
し
、
牛
方
は
、
年
間
二

O
O日
前
後
の
日
数
、
翠
耕
労
働
に
服
し
た
よ
う
で
、
食
物
、
飲
物
、
給
金
と
し
て
、

(
羽
)

片
の
割
合
で
支
払
い
を
う
け
、
年
間
七
芯
か
ら
九
志
を
与
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

s 
半

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
一
)

。
ヨ1
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1291~92 

1 

半年分

臨時震いを含む。

水

本*

二
O
六

定
一
層
の
翠
耕
夫
は
、

一
二
六
九
年
ま
で

グ
リ
ス
マ
ス
に
振
舞
わ
れ
る
習
慣
で
あ
っ
た

の朝
年食
以の
降代
廃り
止に
さ一
れ片
たを
よ与
つえ
でら
あれ
る30た
〉カエ

ヲ'
L. 
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訂
)
出
-
H
M
・
同
・
町
山
口

σ
2・mp
斗
伊
三
国
件
。
門
町

K
戸

5
m
v
J
E叩
H

W

M

)

・
∞
ゲ

(
川
崎

)

H

Y
河
・

0
・
ω
の
品

¥
H
O叶
∞
注
目
・

ω
門
戸
・

L

『
苫
門
町
一
‘

.AHhな
』
守
、
。
円
巴
町
一
、
宮
内
町
助
色
、

b
む
崎
町
、
f

白
書

、
ぬ
門
司
、
特
包
吉
町
世
九
刊
誌
、
叫
-
h
h
同・

(
却
)
H
Y
H
N
・0
ω
の
白
¥
H
q
a
h
申
告
・

ω
-
-
-
-
Nミ

内
町
内
ミ
ミ
下
、
司
『
忠
司
内
丸
山
k
v
m
w
w
吋
門
誌
帆
師
、
‘
刊
誌

h
b芯
a

な
同
町
邑
『
龍
司
岳
連
、
時
『
門
司
門
誌
情
的
吋
b
h
u
町
富
市
な

品
居
。
』
ミ
~
v
h
w
H

丸
N
向

。
~
v
.

官民弘一
-
h

的
・
国
司
t
n同.

(

初

)

司

-
H
N・
C
-
ω
ハ
リ
白
¥
呂
寸
∞
¥
中
日
・

ω門
戸
・

N
W
N
S詰
切
吉
川
刊
誌
札
刊
誌
、
¥
色
、
さ
え
同
ミ
昔
、
司
令
A

b
『

E
H
E
N
宮
崎
柚
勺
ミ
ミ
ミ
m
t
h叫・

ω《

UG¥ga¥

己

5
・品・
..• 

L同『苫

h官。

。
ミ
、
詰
ミ
、
遣
苫
白
円
丸
均
弓
ミ
司
ミ
『
な
。
遣
同
b)司
遣
叫
玄
冶
ミ
帆
帆
苫
世
門
弘
叫
.

切
の
凸

¥
E
a
¥∞
戸
品
-
-
-
-
E
号、白足。

m
w
H

弘
、
柏
町
。
詰
M
W

詰
A
N
H
宮
凡
な
柏
町
礼
宮
内
》
培
、
昌
司
柏
町
向
喝
、
苦
4

2
3ミ
号
、
詰
刊
に
に
.



B 

杷
耕
労
働

播
種
の
た
め
の
翠
耕
、
播
種
の
後
に
、
杷
耕

(
F
R
5
4ユロ
mw
君
主
含
同
な
)

が
な
さ
れ
る
。

こ
れ
は
播
か
れ
た
種
子
を
薄
く
土
で
覆
う

も
の
で
、

(
幻
)

る
。
杷
耕
労
働
は
領
主
の
杷
を
用
い
て
、
臨
時
一
履
い
の
杷
耕
夫

(
F
R
5
4司
O
F
M
N
m『
ミ
ミ
ミ
)
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

冬
穀
、

春
穀
の
二
回
の
播
種
期
(
ミ
ミ
ミ
ミ
意
向
的
問
ミ

SHEw
な
さ
官
『
尚
昆
還
さ
意
向
尽
き

S
言
ミ
)

に
あ
た
っ
て
な
さ
れ

同
O
M
L
ロ
m
V
白
日
で
は
、

一
二
七
五
年
に
一
人
の
少
年
、

一
一
一
八
一
三
年
の
聞
に
三
人
の
少
年
が
雇
惰
さ
れ
た
の
を
例
外
と
し
て
、

人
の
成
人
男
子
が
杷
耕
夫
と
し
て
、
両
度
の
播
種
期
に
雇
傭
さ
れ
て
い
る
。

一
二
七

O
年
以
前
で
は
、
現
物
給
と
し
て
小
麦
一
グ
ォ

I
タ
が
与
え
ら
れ
た
が
、
二
一
七
四
年
以
降
手
当
(
ミ
ミ
R
S
E
)、
給
金
(
丸
子

〈
飽
)

k
v
句
史
同
堂
書
)
の
名
称
の
も
と
に
、
貨
幣
で
支
払
い
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
給
金
の
年
間
支
給
額
は
、
最
低
一
志
九
片
(
一
二
七
四
年
)
最
高

と
り
わ
け
支
給
総
額
の
大
な
る
年
度
に
は
、

八
志
四
片
(
一
一
一
八
四
年
)
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
杷
耕
に
従
事
し
た
期
間
の
長
短
、
面
積
の
広
狭
に
よ
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

(
お
)

そ
の
理
由
が
註
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

ロE
o
出
ロ

B
Z円
で
は

少
年
が
時
折
雇
傭
さ
れ
る
が
通
例
成
年
男
子
が
杷
耕
労
働
に
従
事
し
た
。

一
二
六

0
年
代
に
二
人
の
杷
耕

夫、

一
二
七

0
年
代
に
は
一
人
の
杷
耕
夫
が
播
穏
期
巨
雇
傭
さ
れ
、

(
川
叫
)

耕
に
従
事
し
て
い
る
。

一
一
一
八

0
年
代
の
初
頭
に
は
三
人
か
ら
四
人
の
杷
耕
夫
が
交
替
に
杷

こ
L
で
も
一
二
七

O
年
以
前
で
は
、
現
物
給
と
し
て
小
麦
の
支
給
が
み
ら
れ
る
が
、

一
一
一
七
四
年
以
降
給
金
の
支
払
い
に
変
化
す
る
。

こ
L
で
も
食
物
と
飲
物
の
代
り
と
し
て

Q
さ
え
ぎ
ミ
苦
言
〉
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
、
以
降
給
金
と
い
う
名
称
に
統
一
さ
れ
る
。

(お〉

一
日
半
片
と
い
う
率
に
な
る
。

七
四
年
の
例
か
ら
す
れ
ば
、

四
人
の
少
年
の
杷
耕
労
働
十
二
日
聞
に
対
し
て
二
志
で
あ
る
の
で
、

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
一
)

二
O
七
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草除第35表

十
三
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
一
)

い
て
表
示
し
た
も
の
が
第
三
十
五
表
で
あ
る
。

い
人
ぺ
ノ
，
ャ
ヤ
岡
山

『

c
p
v
J
一一一日心掛小

に
、
そ
の
仕
事
の
内
容
を
明
示
す
る
こ
と
も
稀
に
み
ら
れ

(
鈎
)

る
し
、
除
草
費
の
大
小
の
理
由
を
示
し
て
い
る
例
も
み
ら

(
却
)

れ
る
。除

草
労
働
は
、
す
べ
て
出
来
高
払
い
の
賃
銀
で
雇
わ
れ

た
日
雇
労
働
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

作
者
不
明
の
農
書
に
よ
れ
ば
、
一
ニ
エ

l
カ
の
除
草
に
は

(
但
)

一
片
で
充
分
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
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誌
。
ミ
ミ
ミ
。
丸
町
的
~
v
h
b
h
崎町
h

h

白崎、町
h
b
芯
丸
な
ミ
的
。
苫
由
、
宮

事、
b
N
H
h
『
。
・
『
.
同
さ
な
い
、
、
同
尚
昆
与
ロ
ミ
札
『

MJ3・
広

二
O
九



十
三
世
紀
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
一
)

。

道
、
昌
弘
白
書
史
的

H
h

旬
・
ご
し
『
h

叫・自由・

(
川
叫
)
第
一
一
一
の
翠
が
用
い
ら
れ
た
の
で
と
か
、
除
草
費
が
少
い
と
か
、
夏
に
多
雨
で
あ
っ
た
等
の
理
由
。
】
Y
H
P
0
・
ωの
ぞ

z
a
b
B
-
ω
-
E
芯
な

~vhah
刷。

h
w
S
、h
h
a
誌、。

m川町、
w
足場誼品、宮崎
R
M
H
h

的
・
定
、
・
。
同
叫
丸
、
。

h
v
h毘
h
w
b
R
S
H
W
E

向
ミ
Q

H
町
、
と
お
町
民
『
な
円
a

h
明
暗

R
H
E

ミ

ミ

ミ

ミ

D
骨
足
。
ミ
弘
昌
弘
Nm句

ミ
ミ
輔
さ
H
N
G
W
、
足
立
宮
町
・

ωの由
¥
H
O
斗
由
¥
叶
日
・

ω
・
・
・
・
同
誌
。
ミ
ミ
君
主
。

F
H
Q
弘
司
認
可
円
h
S
N
丸
。
芯
・
す
-
H
h

崎
町
た
さ
き
E
A
h
g
b
w
d
』
守
町
、
司
、
h
s
又
S

災対誌

な
送
、
宮
崎
弘
昌

E

H
ねな・

ωの由
¥
H
O
斗∞
¥
N
O
B
-

包
・
・
・
・
、
b
R
な
芝
町
道
巴
内
お
問
的
南
S
H
W
柚
悼
む
ミ
民
的
町
民
、
九
ミ
ミ
忠
喜
-

(
打
出
)
モ
ミ
円
、
『
ミ
同

gな
し
て
、
師
同
苦
言
語
丸
、
H
・

3
・

S
I
S
-

D 

乾
草
作
り
労
働

除
草
作
業
と
併
行
し
て
、
施
洗
者
ヨ
ハ
、
不
の
日
(
六
月
二
十
四
日
)
よ
り
、
一
フ
マ
ス
の
日
(
八
月
一
日
〉
の
問
に
、
乾
草
作
り
が
行
な

わ
れ
る
。
こ
れ
は
、

va，

F
R
4
0
え
と
も
い
わ
れ
、
農
業
労
働
の
一
つ
ピ

l
グ
を
形
成
し
て
い
る
。

(必〉

(
M
M
)

出。
E
A
M
H
ロO
田
町
は
、
そ
の
自
然
的
諸
条
件
か
ら
し
て
、
広
大
な
牧
草
地
が
存
在
す
る
地
方
で
あ
る
。
後
段
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
村
落
、

マ
ナ
ー
を
越
え
て
営
ま
れ
た
牧
羊
を
管
理
す
る
家
畜
管
理
役
(
白
Z
n
w
'
W
0
8
0
F
皆
同
町
ぬ
ま
さ
可
言
。
の
監
督
下
に
、
数
カ
村
入
会
の
牧
草
地

で
、
羊
の
飼
料
の
た
め
の
乾
草
作
り
が
行
な
わ
れ
た
。
同
ミ
宮
m
F
m
B

作
り
が
、

家
畜
官
理
伎
の
管
轄
下
に
あ
っ
て

の
よ
う
に
、
年
度
に
よ
っ
て
は
、
村
内
の
牧
草
地
に
お
け
る
乾
草

一
層
事
態
の
把
拒
を
凶
難
に
し
て
い
る
も
お
り
)
、
概
し
て
、
伺
々
の
村
誌
で
な
さ
れ
た
乾

草
作
り
は
、
農
耕
用
の
安
吾
、
即
ち
牛
民
の
飼
料
に
限
ら
れ
、
村
の
比
較
的
規
模
の
小
さ
い
牧
草
地
で
の
乾
章
作
り
で
ゐ
っ
た
。

〔
釘
)

ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
同
内

a
E
m
g
F
F
-
E巾
出
口

B
σ
2
に
お
い
て
穀
物
畑
の
草
も
、
本
来
の
牧
草
地
と
同
様
、
乾
草
作
り
の
対

象
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

乾
草
作
り
は
、
牧
草
の
刈
取
り
(
目
。
呈
ロ
戸
¥
丘
町
お
に
。
)
刈
り
と
っ
た
草
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
の
拡
散

Qa仏

Z
m
F
m
q・
4
宅
内
。
)

乾
草
集
め
(
E
U
山
口

m
E
3
N
b
g
a足。
v
牧
草
地
か
ら
中
庭
守
山
立

c
p
~竜
門
事
む
〉
へ
の
運
搬
ハ
の

R
q
z
m句
円
ね
え
Q
h
刊
誌
ミ
)
保
存
の
た
め



り

Keyingham 
雨u積ttle|H費umber用 面 E積田i岬費on 用

面積|費 用

a. S. 

d lz;1;7d14;  

d. 

6 1264-65 

l附 -67 I 

36+ I 12 0 本 68 17 。

|附 I36 3 。本

1268-69 5 H 
1269-70 4 3 3rt I 11 2} 52-!- I 17 6 ネ

1270-71 17 4 9 48+ I 16 H*  

8 
1274-75 6 4士 3? 21 9 

1276-77 苫お 9 6 18 6 
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1290-91 I 21 本 55 P 18 6P  i 60 25 H 
1291-92 I 21 I 33 st 22 7i t本 43 18 3t 

]長メリ地草牧第36表
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面積の項で本却は、耕地の草として記されている場合、費用の項の本印は、積

み上げの費用を力目算した場合を示す。

の
堆
積
〈
印

gnwzm-sz。
さ
刊
に
足
。
)
の

作
業
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
す
べ
て
出
来

高
払
い
の
賃
銀
で

一
時
一
圧
の
労
働
者
に
よ

つ
て
な
さ
れ
た
。

会
計
記
録
で
は
、
乾
草
作
り
と
、
運
搬
、

堆
積
に
大
別
し
て
記
録
し
て
い
る
。

第
三
十
六
表
は
、
一
二
カ
村
に
お
け
る
牧
草

地
の
刈
取
り
面
積
と
、

そ
れ
に
要
し
た
晶
吹
田

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

乾
草
作
り
は
、
出
来
高
払
い
で
あ
る
が
、

一
二
六
六
年
刈
取
り
労
働
は
、

エ
1
カ
当
り

でピ
ー- ，吟
二二二 ..... 

片~
で国
あ E
っとa

犬28買
で

そご
の 立
他斗
の九
年明
度現
にロ
てコ 1ヰ
い g

て
は
明
確
な
単
位
を
示
し
は
し
な
い
も
の

の、

一エ

l
カ
の
乾
草
作
り
に
ほ
父
四
片
か

ら
五
片
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

作
者
不
明
の
農
書
に
従
え
ば
、

一
番
草
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凡
な
師
、
ミ

h
s凡
な
崎
町
、
。

SM叫
九
九
同

HMhh・
叫
培
、
・
司
同
町
、
さ
き
町

a
s
h
-円
ぬ
き

shM宮町白

hvEH法
違
さ
ぬ
旬
、
・

E
~円
ミ
ミ
、
ぬ
喝
さ

Hhvミ
な
に
さ
さ
え
提
唱
曲

~v
む
と
!
な
」
九
・

E 

収
穫
・
収
納
労
働

一
ブ
マ
ス
の
日
を
も
っ
て
、
乾
草
作
り
の
作
業
は
終
り
、
穀
物
の
収
穫
が
始
ま
る
。
ミ
カ
エ
ル
の
同
(
九
月
二
十
九
日
)
空
で
の
期
間
が
、

最
も
忙
し
い
収
櫨
期

9
2
4
0印

f
s言
S
Y芸
達
〉
そ
構
成
す
る
。

収
穫
期
の
作
業
は
、

二
つ
の
作
業
に
大
別
さ
れ
る
。

第
一
に
、

耕
地
に
お
い
て
穀
物
の
刈
取
り

(同市町凶
H
V

山口

mw
ミ
m川
町
。
)
、

取
集
め

(包
5
2
z
m
p
さ
と
合
。
)
、
束
ね
守
山
口
弘
山
口

mw
ロhn誌
な
w
・
宮
崎
柏
町
及
。
〉
と
い
う
収
撞
労
働
が
あ
り
、
第
二
に
、
耕
地
で
十
分
の
一
税
に
あ

た
る
穀
物
束
を
と
り
除
け
た
残
り
の
穀
物
束
を
、
荷
車
に
積
み

(
n
R巴ロ
mwHUNNha同刊誌

mHha『
町
内
『
ね
な

S
遣
を
室
町
、
、
RhN)、
そ
し
て
村

に
運
搬
し
、
納
屋
に
積
み
上
げ
、
(
出
丹
白
鳥
山
口

m
z
m
gロ
宮
司
ミ
ミ
注
意
ぎ

h
s
s
h
h
R
E
a。
)
、
さ
ら
に
納
屋
に
収
納
し
き
れ
な
い
も
の

は
、
中
庭
に
野
積
み
し
、
屋
根
そ
架
す
る
(
田
宮
島
官
制
巳
百
三

g仏
吾
巳

n
F
E
m
-
s
g
h伺
宮

~
v
q
H
g
m
¥震
な

a
g
e同
さ
)
と
し、

う
収
納
労
働
で
あ
る
。

こ
れ
ら
収
穫
期
の
農
業
労
働
は
、

い
ず
れ
も
、
出
来
高
払
い
の
賃
銀
で
、
臨
時
一
雇
の
努
働
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
第
三
十
七
表
は
、

収
穫
・
収
納
の
た
め
の
費
用
を
三
カ
村
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
。
山
刊
日
ロ
向
日
同
町
出
口
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
村
落
に
つ
い
て
、
多
少
の
ち
が
い
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
以
下
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

(ω) 

一
括
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一
二
六
三
四
年
に
は
、
収
穫
労
働
に
関
す
る
費
用
は
、

一
二
六
六
年
以
降
、
耕
地
で
の
収
穫
労
働
と
納
屋
へ
の
収
納
労
働
と
を
わ
け
て
、
記
録
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
作
業
内
容
に
つ
い
て

も
註
記
が
多
く
な
っ
て
く
る
。

十
三
世
紀
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
お
け
る
世
俗
領
の
研
究
会
一
)

一一一一一一
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O
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Q
d
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Q
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E
A
4
E
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噌
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旦
-
4
1
2
i
2
3
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0
6
A
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A
リ
ρ
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噌
目
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q
d
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0
6
0
0
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b
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16 
14 

1
4
2
i
4
 

w
h
υ
n
H
d
守

'A

。。唱
i
凸

U

1
4
 

q
o
a
t
A
t
 

司
自
晶

6 q
F
・
内

t
u
n
v唱'・-

3 
2 

二
一
四

第
一
に
、

穀
物
種
別
に
掲
げ
ら

収
穫
面
積
が
、

れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
収
穫
閏
積
と
播
種
面
積

(
印
)

を
比
較
す
る
と
一
致
し
な
い
場
合
が
多
い
。
こ
の

こ
と
は
必
ず
し
も
、
収
穫
労
働
が
、
出
来
高
払
い

の
賃
銀
を
与
え
ら
れ
た
一
雇
傭
労
働
者
の
労
働
以

外
、
即
ち
賦
役
労
働
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
こ
と
を

述意
に味
明し
らな
ip し、

な
よむ
うし
に自ろ

播二
種六
さ九
れ|
た七
耕 O
地年
のの
一記

部
J?' 

な
ん
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
収
穫
を
み
な

か
っ
た
と
考
え
る
の
が
長
当
の
よ
う
で
あ
る
。

第
一
一
に

一
二
六
六
年
の
記
述
に
み
ら
れ
る
よ

h

つ
に
、

一
エ
ー
カ
ー
り
の
収
穫
労
働
の
単
位
価
格

もが
六問
片記
でさ
あれ
る詰て
。)し、

以て
後
単小
位麦
1111i 、
格豆
は、

明燕
記麦
さし、
れず
なれ

く
な
る
が
、
収
穫
面
積
と
支
払
額
を
比
較
し
て
み

る
と
ぽ
w
A

五
片
か
ら
五
片
半
の
範
囲
で
、
推
移

し
て
い
る
。



作
者
不
明
の
農
書
に
よ
れ
ば
、
収
穫
労
働
は
五
人
が
一
組
に
な
っ
て
作
業
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
り
、

一
日
二
エ

l
カ
の
耕
地
そ
刈

り
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
一
日
二
片
宛
支
払
う
場
合
に
は
、

一エ

l
ヵ
当
り
五
片
に
な
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、

に
は
一
日
、

四
人
が
刈
取
り
、
残
り
の
一
人
が
刈
取
ら
れ
た
穀
物
を
た
ば
ね
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
し
、
こ
の
場
合
四
人

(
幻
)

一
片
半
、
束
ね
る
者
に
二
片
を
支
払
う
と
、
一
エ

1
カ
当
り
四
片
に
な
る
と
し
て
い
る
。

〈

M
)

ま
た
同
時
代
の
J

ア

1
タ
か
ら
も
、

一エ

i
ヵ
当
り
六
片
と
い
う
の
は
、

か
な
り
高
い
水
準
と
見
倣
さ
れ

五
人
一
組
と
な
り
、

と
の
一
般
的
な
例
証
か
ら
も
、

よ〉つ。

し
か
し
、
そ
れ
以
降
、

む
し
ろ
支
払
い
の
方
法
が
、

エ
1
カ
当
り
の
価
格
を
定
め
る
方
式
で
は
な
く
、

む
し
ろ
一
人
当
り
の
日
当

を
定
め
る
方
式
に
変
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
た
め
収
穫
労
働
の
日
当
総
計
と
、
収
穫
面
積
を
掲
げ
る
よ
う
に
な
り
、
両
者
の
聞
に
固
定
し
た

比
率
が
見
出
せ
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

第
三
化
、
収
納
作
業
に
つ
い
て
は
、

一
二
七

0
年
代
の
後
半
か
ら
八

0
年
代
の
前
半
に
か
け
て
、
特
に
詳
し
く
註
記
さ
れ
て
お
り
、
支

払
金
額
の
合
計
も
、

十
お
ほ
ど
に
な
る
。

運
搬
作
業
ほ
、
二
人
か
ら
三
人
、
納
屋
、
中
庭
へ
の
積
上
げ
作
業
も
二
人
か
ら
一
二
人
で
、
二
十
日
前
後
で
日
当
も
ほ
ぼ
一
日
二
片
強
で

(
応
)

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

(
持
)

(
印
)

(
日
)

司

-m・
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¥
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3
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O
%
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二

O
W
A
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。
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の
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は
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洪
水
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て
小
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五
二
・
五
エ

1
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旦
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四
五

1
力
、
燕
麦
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三
六
エ

1
カ
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穀
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は
収
穫
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っ
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し
か
し
一
年
お
い
て
一
二
六
八
年
以
降
、
こ
の
現
物
支
給
の
慣
行
は
み
ら
れ
な
く
な
り
、
同

3
E
m
E
S
同
様
、

一エ

l
カ
当
り
の
価

格
は
五
片
か
ら
六
片
の
間
を
推
移
し
て
い
る
。

収
納
作
業
に
つ
い
て
も
、

一
二
七

0
年
代
の
後
半
か
ら
一
二
入

0
年
代
に
か
け
て
、
特
に
詳
細
に
記
述
さ
れ
、
支
払
金
額
も
次
第
に
増

加
し
、
十
志
か
ら
十
五
志
と
な
る
。
運
搬
作
業
、
納
屋
、
中
庭
へ
の
積
み
上
げ
作
業
、

(同叫)

日
間
の
作
業
も
推
定
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
ほ
X
数
名
に
よ
っ
て
十
日
間
か
ら
二
十

開
問
団
山
口

m
g
p
で
は

一
一
一
の
例
外
を
除
け
ば
、
収
穫
労
働
を
区
別
し
て
記
録
し
て
い
な
い
。

支
払
総
額
で
、

一
二
六

0
年
代
で
、
二
時
か
ら
三
時
十
志
、

一
二
七

0
年
代
以
降
、

ほ
H
A

一
時
内
外
で
あ
る
。

播
種
面
積
と
収
穫
面
積
の
ち
が
い
も
認
め
ら
れ
る
が
、
ご
く
僅
か
な
も
の
で
あ
る
。

(
印
)

一
二
六
六
年
に
「
一
種
類
の
穀
物
一
エ

1
カ
当
り
六
片
」
と
規
定
さ
れ
、

一
二
六
八
年
も
同
率
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し

一
二
七

O
年
以
降
は
、

エ
1
カ
当
り
の
価
格
は
明
示
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、

四
片
半
か
ら
五
片
の
聞
を
推
移
し
て
い
る
。

エ
1
カ
当
り
の
収
穫
労
働
に
対
す
る
支
払
額
は
、

問
。
ヱ
ロ
m
V白
同
ロ
で
平
均
五
片
以
上
、

五
片
半
以
下
、

E
2
F
出
口

B
σ
2
で
平
均
五

片
半
以
上
、
六
片
以
下
、
肘

g
z
m
Zロ
で
四
片
半
以
上
、

五
片
以
下
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

エ
l
カ
当
り
の
単
価
が
異
な
る
こ
と
は
、

収
穫
労
働
が
出
来
高
払
い
で
は
な
く
、

日
当
で
支
払
わ
れ
た
と
い
う
想
定
を
裏
付
け
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
の
ち
が

い
例
え
ば
耕
地
か
ら
納
屋
へ
の
距
離
の
ち
が
い
が
、
収
穫
・
収
納
労
働
の
難
易
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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